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［主な内容］

新緑の作手で元気よく
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特集  新城の明日を語ろう「地域を描く」
平成22年度　市の財政状況
「しんしろ助産所」を開設します
ニューススポット
お知らせ
エコとぴっくす
しみんのトビラ
シリーズ　長篠・設楽原の戦い〔歴史秘話〕第４回
武田勝頼はなぜ戦ったのか「武田勝頼の手紙」

開成小学校の児童たちのよさこい踊り〔作手古城まつり〕

新
城
の
特
産
品〔
ト
マ
ト
〕　
作
手
で
栽
培
さ
れ
る
ト
マ
ト
の
王
様「
桃
太
郎
」
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。
開設日̶̶̶̶̶̶̶̶̶

開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶

歯科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

日曜日、国民の祝日、8月15日
および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。利用されるときは、
必ず「健康保険証」などをご
持参ください。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

内科、小児科
診療時̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後8時～午後11時
受付̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後7時30分～午後10時30分
開設日̶̶̶̶̶̶̶̶̶
月、火、金、土、日曜日
（祝日は除く）
休診日̶̶̶̶̶̶̶̶̶
水、木曜日、国民の祝日
および年末年始
開設場所̶̶̶̶̶̶̶̶　
新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（新城市民病院東側隣接地）
　24-1161

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

　今年も作手古城まつりが５月１５日㈰に
開催され、開成小学校の児童たちがオリジ
ナルよさこい踊りを披露し、イベントを盛り
上げました。
　児童たちの踊りを見て、観客は元気をも
らいました。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療受付時間
午後7時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

［今月の表紙］

今 月 の 人 口 平成23年６月1日現在（前月比）

総人口…50,402人（－23）
男………24,843人（  －6）
女………25,559人（－17）
世帯数………………16,709

出生……  25人
死亡……  50人
転入……  79人
転出……  77人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が一致しない月もあります。
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５月届出分元気でよい子に…

※５月1日～3１日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

放
送
日

番
組
内
容

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　
④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　

⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に
更
新

７
月
の
番
組
表

秘
書
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報
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※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

※
6
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。

父=

熊
谷　

司
・
母=

弥
生
（
新
城
・
栄
町
）
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夜　間
診療所

休　日
診療所

ほうらいクリニック（大野）
さくら眼科（上平井）
宮本病院（海老）

ながしのクリニック（長篠）

荻野医院（長篠）

高木内科医院（栄町）

ちさと医院（杉山）

くまがい医院（富永）

ながしのクリニック（長篠）

茶臼山厚生病院（富沢）

高木内科医院（栄町）
皮フ科新栄クリニック（平井）
むらまつ内科（東新町）

静巌堂医院（副川）
石川整形外科クリニック（平井）
緑が丘診療所（緑が丘）

あいきょうクリニック（大野田）

おさだファミリークリニック（本町）

星野病院（大野）

ちさと医院（杉山）

静巌堂医院（副川）

中根医院（本町）
皮フ科新栄クリニック（平井）
しんしろフィットクリニック（川路）

米田内科（平井）

のだクリニック（中市場）

今泉病院（栄町）

むらまつ内科（東新町）
春日眼科（杉山）
内山医院（平井）

西新町内科整形外科外科医院（東新町）

中村医院（的場）
春日眼科（杉山）
むらまつ内科（東新町）

ほうらいクリニック（大野）

宮本病院（海老）

荻野医院（長篠）
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い
い
じ
や
ん

　
　
　
　新
城

い
い
じ
や
ん

　
　
　
　新
城

０歳（平成23年2月2日生まれ）

妹
が
産
ま
れ
て
う
れ
し
い
ね
。

南ちゃん
２歳（平成21年2月7日生まれ）

空くん
５歳（平成18年3月28日生まれ）

悠くん
ゆう みなみ そら

（左） （中央） （右）

子
ど
も
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
募
集
中

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
あ
な
た
も
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
の

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

７
月
８
日
（金）

７
月
６
日

　

～
７
月
１３
日

６
月
２９
日

　

～
７
月
６
日

・
し
ん
し
ろ
助
産
所
竣
工
式

・
連
谷
小
学
校　

１
週
目

・
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
せ
ん
か

　

〜
地
域
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
〜

７
月
１３
日

　

～
７
月
２０
日

・
ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

・
連
谷
小
学
校　

２
週
目

・
し
げ
じ
ぃ
の
命
の
ス
イ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

７
月
２０
日

　

～
７
月
2７
日

・
設
楽
原
決
戦
場
ま
つ
り

・
連
谷
小
学
校　

３
週
目

・
こ
の
ゴ
ミ
っ
て
ど
う
や
っ
て
出
す
の
？

７
月
２７
日

　

～
８
月
３
日

・
中
学
校
総
合
体
育
大
会

・
連
谷
小
学
校　

４
週
目

・
鳥
獣
害
か
ら
農
作
物
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
お
食
べ
ん
！
し
ん
し
ろ

　

梅
を
使
っ
た
料
理
【
拡
大
枠
８
分
】

・
八
名
小
学
校　

４
週
目
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叶
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希
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華
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竹
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鈴
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瞬
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中
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琴
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課
題
へ
の
対
応

地
域
の
変
化

地
域
自
治
区
と
い
う
仕
組
み

あ
な
た
に
と
っ
て
、「
地
域
」と
は
何
で
す
か
？

愛
着
を
感
じ
ら
れ
る「
地
域
」と
は
、

守
り
た
い
と
思
う「
地
域
」と
は
…
。

長
年
培
わ
れ
た
歴
史
・
文
化
に
支
え
ら
れ
た
地
域
に
は
、

独
自
の
夢
、そ
し
て
固
有
の
顔
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
地
域
の
こ
と
を
自
ら
が
決
め
、

自
ら
が
動
か
し
て
い
く「
地
域
自
治
」。

あ
な
た
の
想
い
が
地
域
を
動
か
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。

「
地
域
自
治
区
」で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

何
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

市
民
の
立
場
で
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

10
年
前
、
20
年
前
、
当
然
の
よ
う
に

で
き
た
地
域
活
動
の
運
営
が
困
難
に
な

っ
て
い
た
り
し
ま
せ
ん
か
？
以
前
は
必

要
な
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
が
、
不

可
欠
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

 

地
域
は
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
人
口
構

成
・
経
済
・
イ
ン
フ
ラ
・
周
辺
環
境

…
。
こ
れ
ら
の
変
化
を
受
け
、
継
続
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
事
業
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
集
落
の
人
口
が
減
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
消
防
団
･
自
主
防
災
会
な
ど

の
地
域
を
支
え
る
活
動
は
、
事
業
の
優

先
順
位
や
継
続
可
能
な
規
模
・
枠
組
み

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
集
団
生
活
を
体
験
す
る
機
会
の

減
少
が
心
配
さ
れ
る
小
学
校
・
保
育
園

も
み
ら
れ
ま
す
。
祭
礼
や
民
俗
行
事
の

中
に
は
、
継
承
者
が
い
な
く
な
っ
た
も

の
、
伝
承
の
形
を
変
え
た
も
の
が
多
数

あ
る
は
ず
で
す
。

　

反
対
に
、
重
要
性
を
増
し
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
や
、
新
た
に
解
決
す
べ
き
課
題

も
生
じ
て
い
ま
す
。
地
域
に
お
け
る
高

齢
者
福
祉
、
学
童
保
育
･
多
様
な
保
育

サ
ー
ビ
ス
、
学
生
や
高
齢
者
の
交
通
手

段
の
問
題
、
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、
数

多
く
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

この特集は、市民編集委員が企画・編集しました。

　

合
併
６
年
目
を
迎
え
た
新
城
市
で
す

が
、
地
理
・
地
形
的
条
件
や
歴
史
、
人

口
構
成
な
ど
、
ま
ち
を
形
成
す
る
要
素

が
実
に
多
様
で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
市

全
体
で
画
一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

　

市
の
中
心
部
で
は
特
に
問
題
に
な
ら

な
い
、
通
学
・
買
い
物
・
病
院
へ
の
通

院
の
た
め
の
交
通
が
、
少
し
離
れ
た
地

域
で
は
、
日
々
の
生
活
に
重
く
の
し
か

か
る
問
題
で
あ
っ
た
り
、
大
き
な
不
安

の
も
と
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
集
合
住
宅
の
多
い
市
街
地

に
は
、
人
口
密
集
地
な
ら
で
は
の
ル
ー

ル
や
配
慮
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
も
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
に
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
網
・

仕
組
み
を
全
市
的
に
張
り
巡
ら
す
に

は
、
制
度
整
備
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
利
用
者
の
利
便
性
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
使

い
勝
手
が
悪
く
無
駄
の
多
い
、
非
効
率

な
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
・
財
源
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
に
は
、
求
め
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
、
求
め
る
方
に
的
確
に
届
け
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
自
治
区
制
度
は
、
大
き
く
分
け

る
と
二
つ
の
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
つ
は
、
地
域
の
意
見
を
市
政
に

届
け
反
映
す
る
機
能
で
、
地
域
ご
と
に

市
が
諮
問
機
関
を
設
置
し
、
い
わ
ば
目

安
箱
の
よ
う
な
働
き
を
し
ま
す
。
こ
の

機
能
が
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、

行
政
区
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
消
防
団
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
の
人
材
で
構

成
さ
れ
、
多
様
な
意
見
・
要
望
・
提
案

を
集
約
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
た
支
え
合
い
の
形
を
、
住
民
自
ら
が

デ
ザ
イ
ン
し
、
担
っ
て
い
く
と
い
う
機

能
で
す
。

　

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
概
念

が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
目
線
の
モ
ノ

（
サ
ー
ビ
ス
）
づ
く
り
と
言
い
換
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
喜
ば
れ
る
商
品
と

は
何
か
。
そ
の
対
価
は
い
く
ら
が
ふ
さ

わ
し
い
の
か
…
。
そ
の
答
え
は
、
「
利

用
者
」
の
中
に
こ
そ
存
在
す
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）

造
成
の
手
法
で
す
。

　

地
域
自
治
区
は
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
場
で
す
。
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
答

え
を
持
っ
て
い
る
受
益
者
（
利
用
者
）

自
ら
が
制
度
設
計
を
し
、
そ
れ
を
地
域

事
情
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に
改
善
し

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
ま
た
、
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

や
制
度
、
よ
り
実
践
的
で
地
域
に
適
し

た
運
営
方
法
を
、
地
域
住
民
が
選
び
実

践
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
「
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
支

え
合
い
の
形
を
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

デ
ザ
イ
ン
し
担
っ
て
い
く
と
い
う
機
能

」
に
、
ど
ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
ど

ん
な
責
任
が
あ
る
の
か
。
こ
こ
か
ら

は
、
主
体
者
＝
市
民
の
立
場
で
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

意見把握・調整
地域意志の形成
地域予算の配分

予　算

権　限

地域の
意向

参加

身近な
サービス

多様な
意見

市
民
・
各
種
団
体
な
ど

市
長
（
市
の
機
関
）

地域自治区

特集

地域の政府地域の政府

図表-1

新
城
の
明
日
を
語
ろ
う

新
城
の
明
日
を
語
ろ
う

市
民
編
集
委
員
企
画

進
化
す
る
新
城
2

ふ
る
さ
と
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地
域
自
治
区
と
い
う
器

特集=新城の明日を語ろう［地域を描く］　

限界集落と集落規模(人口)の散布図 準限界集落と集落規模(人口)の散布図
●
眠
れ
る
資
源

 

新
城
市
を
含
め
、
奥
三
河
に
は
た
く

さ
ん
の
空
き
家
が
あ
り
ま
す
。
多
く

は
、
年
に
数
回
風
を
通
し
に
訪
れ
る
家

主
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
古
い
民
家
で

す
。
そ
の
家
も
、
代
が
か
わ
れ
ば
愛
着

や
所
有
意
識
が
薄
れ
、
だ
ん
だ
ん
足
が

遠
の
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
の
入
ら

な
い
廃
墟
は
、
草
に
埋
も
れ
、
や
が
て

朽
ち
て
い
き
ま
す
。

●
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
み
た
い

 

一
方
で
、
そ
う
し
た
空
き
家
を
借
り

て
、
田
舎
暮
ら
し
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
都
市
生
活
者
が
大
勢
い
ま
す
。
奥
三

河
で
も
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
運
営
し

た
り
、
県
交
流
居
住
セ
ン
タ
ー
が
紹
介

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
家
主
と
の

橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。
団
塊
世
代
の

移
住
や
二
地
域
居
住
は
、
人
口
減
少
に

よ
る
地
域
の
衰
退
を
食
い
止
め
る
手
段

と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
進
ま
な
い
マ
ッ
チ
ン
グ

 

し
か
し
、
そ
の
需
要
に
対
し
て
、
供

給
さ
れ
る
空
き
家
は
わ
ず
か
で
す
。
家

屋
に
残
っ
た
ま
ま
の
仏
壇
や
家
具
な
ど

の
家
財
道
具
の
処
遇
に
悩
む
こ
と
、
賃

貸
商
品
と
し
て
の
用
意
や
位
置
づ
け
が

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

空
き
家
活
用
と
定
住
促
進

な
い
た
め
に
、
通
常
の
賃
貸
契
約
を
適

用
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
ど
が
、

理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

空
き
家
は
地
域
の
不
安
要
素
で
す
。

放
置
す
れ
ば
危
険
で
す
し
、
空
き
家
が

増
え
る
こ
と
は
、
地
域
が
寂
れ
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
借
り
手
が
見

つ
か
り
活
用
さ
れ
れ
ば
、
そ
う
し
た
不

安
は
減
少
し
ま
す
。
新
し
い
人
材
は
、

新
し
い
可
能
性
を
も
た
ら
す
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
市
が
空
き
家
の
活
用
を

推
進
し
て
も
、
家
主
と
の
交
渉
は
な
か

な
か
進
み
ま
せ
ん
。
個
別
の
事
情
に
つ

い
て
の
対
応
が
難
し
い
か
ら
で
す
。

●
カ
ギ
を
握
る
「
地
域
」

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

市
全
域
を
一
定
の
区
域
に
分
け
た
自
治

区
と
、
そ
れ
を
支
え
る
さ
ら
に
細
分
化

さ
れ
た
集
落
と
の
連
携
は
、
大
き
な
強

み
を
持
ち
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
貸
主
に

と
っ
て
は
、
地
域
の
人
々
へ
の
影
響
や

受
け
止
め
ら
れ
方
が
、
最
も
大
き
な
心

配
の
種
だ
か
ら
で
す
。
（
歓
迎
し
て
く

れ
る
の
か
。
迷
惑
に
感
じ
て
い
な
い

か
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
か
。
）
ま

た
、
借
主
と
の
間
に
入
り
、
目
配
り
し

て
く
れ
る
信
頼
で
き
る
存
在
＝
家
を
預

け
ら
れ
る
知
己
が
介
在
す
る
こ
と
は
、

不
測
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
へ
の
対
策
と
な

り
、
遠
隔
地
に
居
住
す
る
家
主
の
不
安

を
和
ら
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
地
域
は
だ
れ
の
も
の
か

　

新
た
な
住
民
を
ど
う
受
け
入
れ
る
か

と
い
う
こ
と
も
、
定
住
を
促
進
す
る
上

で
非
常
に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る

問
題
で
す
。
既
存
の
住
民
・
新
規
の
住

民
の
双
方
が
納
得
で
き
る
合
理
的
な
ル

ー
ル
作
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
空
き

家
の
活
用
に
取
り
組
む
中
で
、
「
何
故

こ
の
事
業
が
必
要
な
の
か
」
と
い
う
根

本
的
な
問
題
に
、
地
域
は
何
度
も
立
ち

返
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
活
動
を
通
し
て
地
域
と
向

き
合
い
、
そ
の
将
来
を
考
え
、
主
体
的

に
課
題
を
解
決
し
て
い
く
力
と
、
「
地

域
は
誰
の
も
の
か
」
と
い
う
問
い
の
答

え
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

行
政
（
こ
こ
で
は
市
）
は
、
「
個
別

対
応
」
や
「
臨
機
応
変
な
対
応
」
が
苦

手
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
を
期
す

た
め
に
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
も
「
協

議
」
し
「
制
度
化
」
す
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
あ
い
ま
い
な
裁

量
が
苦
手
な
行
政
に
代
わ
り
、
地
域
自

治
区
は
、
気
配
り
や
事
情
を
察
す
る
と

い
っ
た
繊
細
な
配
慮
を
信
頼
の
礎
と

し
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
の
上
に
成

り
立
つ
地
域
社
会
に
お
い
て
、
大
き
な

力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

従
来
は
行
政
区
が
そ
の
立
ち
位
置
に

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
10
年
の
人
口
減

少
と
高
齢
化
の
深
化
を
見
通
し
た
時
、

事
業
・
組
織
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た

め
に
、
も
う
少
し
広
い
範
囲
で
の
支
え

合
い
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
同
様
の
理
由
で
平
成
22
年
度
に
東

陽
・
鳳
来
東
地
区
で
再
編
さ
れ
た
消
防

団
組
織
の
事
例
を
見
れ
ば
、
そ
の
枠
組

み
の
必
然
性
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
現
在
市
が
提
示
し
て
い

る
地
域
自
治
区
の
区
割
で
は
、
お
お
よ

そ
中
学
校
区
を
基
準
と
し
た
組
織
編
制

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り

の
単
位
と
、
そ
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
育
く
む
単
位
（
学
区
）
が
重
な

り
合
う
と
い
う
こ
と
は
、
世
代
の
継
続

性
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
で
し

ょ
う
。

　

地
域
自
治
区
は
、
市
区
町
村
・
県
・

国
と
、
事
業
に
よ
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
単

位
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
単
位
で
の
実

施
が
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
、
よ
り
速
や

か
に
、
臨
機
応
変
に
進
め
る
た
め
の
単

位
で
す
。
そ
し
て
、
身
近
な
支
え
合
い

の
組
織
で
す
。
地
域
性
や
独
自
性
が
高

く
、
大
き
な
組
織
の
中
で
く
く
り
切
れ

な
か
っ
た
取
り
組
み
、
み
ん
な
で
補
い

合
っ
て
進
め
る
取
り
組
み
を
、
市
民
が

実
現
す
る
た
め
の
新
し
い
器
と
し
て
捉

え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
既
に
各
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
公
民
館
活
動
・
地
域
防
災
・
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
活
動
は
、

大
き
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ミ
ス
や
失
敗
を
警
戒
し

が
ち
な
行
政
組
織
と
比
べ
、
こ
こ
で
は

挑
戦
が
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を

生
か
し
て
で
き
る
こ
と
や
、
地
域
自
治

区
が
拓
く
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
先

に
、
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
う
る
地
域
の

持
続
性
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

※グランドデザイン→全体構想・長期計画

まわり続ける地域
新城をいくつかのまとまりに
（地域自治区の設置）

現状分析－地域は今どうなっている
んだろう？

地域の将来をイメージする－どんな
地域にしたい？5年後地域は大丈夫？

地域にとって必要なもの、不要なも
の、取り組むべき課題は何？

取り組みの優先順位やウェイト・バ
ランス（何にどれ位のエネルギーを
注ぐか）を話し合おう

地域の設計図を描こう

「いつ、誰が、どうやって」一個々の
事業について実施計画を

実行

改善案・計画をつくる

地域の事情に合ったシステム・地域の
継続性を支えるシステムとして機能

機能しているか？地域の実情
にあっているか？ほかにもっ
と良い方法はないか？

新城市における限界集落と行政区人口規模（2011年4月現在）
　地域活動の担い手が減ることで、集落機能を維持できなくなる、また、地域の継続性が懸念されています。現在新城市の行政
区は151。そのうち限界集落は15地区で、全体の9.9％に当たります。散布図から、小規模行政区ほど高齢化が進んでいること
が分かり、これらの行政区における今後の地域運営の困難さが推し量られます。また、近い将来限界集落化が心配される準限
界集落は、81地区。全体の半数以上にのぼります。
※１住民の50%以上が65歳以上の集落　※２住民の50%以上が55歳以上の集落
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以
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人
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集
落

行政区人口（人） 行政区人口（人）

図表-２

図表-3
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この特集は、市民編集委員が企画・編集しました。

く

ひ
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※
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※２

う
つ
わ
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時
代
を
乗
り
切
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

公共サービスの担い手

こ
の
特
集
は
、
市
民
編
集
委
員
が
企
画
・
編
集
し
ま
し
た
。

 

地
域
自
治
区
制
度
の
導
入
に
は
、
も

う
一
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
端
的
に

言
え
ば
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
仕
分
け
で

す
。
こ
れ
ま
で
行
政
が
担
っ
て
き
た
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
新
た
に
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
そ
の
優
先
順
位
、
ふ
さ

わ
し
い
担
い
手
を
見
直
す
契
機
と
な
る

は
ず
で
す
。

 

多
様
化
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ

て
を
行
政
が
担
う
た
め
に
は
、
莫
大
な

税
金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
行
政
よ
り
も
適
性
の
高
い

担
い
手
が
存
在
す
る
の
か
。
最
も
効
率

的
な
方
法
、
持
続
性
の
高
い
方
法
は
何

　

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、日
本

は
、世
界
に
類
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。人
口
構

成
を
示
す
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、今
や
逆

三
角
形
に
近
く
な
り
、社
会
を
支
え
て

き
た
仕
組
み
の
根
幹
が
、そ
の
図（
図
表

‐５
）の
ご
と
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。　

　

こ
の
危
機
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
、

世
界
は
日
本
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
そ

の
日
本
の
中
で
も
、
１
９
８
０
年
代
に

人
口
の
減
少
が
始
ま
り
、
高
齢
化
率
が

27
・
86
%
（
2
0
1
1
年
４
月
１
日
現

在
）
に
の
ぼ
る
新
城
は
、
「
少
子
高
齢

化
先
進
地
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
日
本
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
２
０
０
７

年
。
２
０
１
０
年
の
高
齢
化
率
は
、

22
・
57
%
で
世
界
一
位
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

よ
り
）
お
金
の
か
か
る
大
き
な
行
政
を

支
え
る
経
済
構
造
は
、
遠
く
過
去
の
も

の
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
優
先
順
位
の

明
確
化
と
、
体
質
改
善
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
は
、

地
域
の
継
続
を
前
提
に
す
る
以
上
、
変

化
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
支
え
合
い

の
形
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
新
城
は
こ

の
社
会
の
転
換
期
を
乗
り
切
り
、
時
代

の
道
を
示
す
モ
デ
ル
に
な
ろ
う
と
し
て

な
の
か
。
既
成
概
念
を
払
っ
て
検
証
す

る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
現
状
認

識
・
課
題
抽
出
・
制
度
設
計
（
図
表
‐

２
）
と
い
う
過
程
を
た
ど
る
こ
と
で
、

動
機
・
目
的
意
識
を
地
域
が
共
有
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

こ
こ
が
、
時
代
の
分
か
れ
目
で
す
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
問
い
直

し
、
無
駄
と
欠
落
を
な
く
し
た
シ
ン
プ

ル
で
機
能
的
な
行
政
、
市
民
の
望
む
新

城
市
の
形
・
ス
ケ
ー
ル
・
役
割
を
改
め

て
確
認
し
構
築
す
る
、
大
き
な
転
換
期

と
な
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
ド
メ
ー
ヌ（
ワ
イ
ン

を
生
産
す
る
地
域
）で
は
、「
過
疎
は
あ
る

が
、
過
疎
問
題
は
な
い
」
の
だ
そ
う
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
に
は
人
と
地
域

の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
ワ
イ
ン

に
か
け
る
誇
り
が
あ
る
か
ら
だ
と
か
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
、
故
郷
･
新
城
は

『
遠
く
に
あ
り
て
思
ふ
も
の
』
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
次
世
代
を
産
み
・
育
み
・

伝
え
て
い
く
、
母
胎
と
し
て
の
故
郷
で

す
。
こ
の
故
郷
が
、
21
世
紀
の
１
番
地

に
な
る
の
か
、
限
界
集
落
１
番
地
に
な

る
の
か
。
そ
の
挑
戦
を
可
能
に
す
る
仕

組
み
、
そ
れ
が
「
地
域
自
治
」
で
あ
る

と
信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

地
域
自
治
区
制
度
は
、
可
能
性
を
は

ら
む
も
の
で
す
。
し
か
し
地
域
に
明
る

い
未
来
を
も
た
ら
す
に
は
、
私
た
ち
の

努
力
も
必
要
で
す
。
一
つ
言
え
る
こ
と

は
、
「
今
の
ま
ま
で
」
と
い
う
の
は
、

幻
想
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
地
域
を
維
持
で
き
な
く
な
っ

た
時
に
何
か
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
恐

ら
く
手
遅
れ
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

新
城
市
は
い
ち
早
く
そ
の
危
機
に
気

付
き
、
向
き
合
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

試
行
錯
誤
や
遠
回
り
を
許
容
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
―

子
ど
も
た
ち
に
地
域
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

す
る
準
備
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
願
っ

て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
３
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
被
災
者
の
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
新
城
か
ら
も
、
消
防
隊
員
は

じ
め
市
職
員
の
方
、
有
志
の
皆
様
が

被
災
地
に
赴
き
支
援
活
動
を
さ
れ
て

い
る
と
、
広
報
・
新
聞
な
ど
で
拝
読

い
た
し
ま
し
た
。
ふ
さ
わ
し
い
言
葉

が
み
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
一

人
と
し
て
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
申
し
上
げ
た
い
気
持
ち
で

す
。
心
か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
さ
さ

げ
ま
す
。

　人口減少・少子高齢化が深化し、従来の手法・地域
の枠組みでは、地域の担い手・地域をささえる仕組み
の維持が難しくなっています。
 なお、人口ピラミッドは、以下のデータに基づいて作
成しました。

1995年：愛知県統計年鑑より　新城市・鳳来町・作手
村データの合算／2010年：国立社会保障・人口問題研
究所「市区町村別男女5歳階級別データ」／2025年：同
「市区町村別将来推計人口・市区町村別男女5歳階級別
データ」

空家活用
定住促進

放課後の子どもの
安全確保・居場所づくり
地域参画型の学校づくり

一人暮らし
高齢者の見守り

地域住民による
消防・防災・
防犯活動

公共諸施設の
再編・利活用

高齢者・学生の
交通手段を考える
通学の安全確保

ちいきの木、地域自治区だからできること

　

こ
の
震
災
で
は
、
行
政
的
な
救
済

の
手
が
被
災
地
に
届
く
ま
で
、
大
変

な
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
被
害
が

甚
大
で
広
範
囲
に
及
ん
だ
こ
と
、
行

政
の
拠
点
ま
で
も
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
な
ど
が
要
因
で
す
。

大
災
害
に
お
い
て
は
、
住
民
自
ら
の

手
で
地
域
を
守
る
体
制
が
必
要
な
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
に
向
け
、
防
災
を
観
点

に
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
特
集
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

できること できないこと

できること できないこと

できること できないこと

住民（地域）

基礎自治体（市町村）

広域自治体（都道府県）

自分たちで

市町村で

都道府県 国

図表-４

図表-６

図表-５

特集=新城の明日を語ろう［地域を描く］　

この特集は、市民編集委員が企画・編集しました。

(人 )05001000150020002500

( 人 )05001000150020002500

( 人 )05001000150020002500

男 女

男 女

男 女

歳

７０～７９

６０～６９

５０～５９

４０～４９

３０～３９

２０～２９

１０～１９

０～９

８０～

歳

７０～７９

６０～６９

５０～５９

４０～４９

３０～３９

２０～２９

１０～１９

０～９

８０～

歳

７０～７９

６０～６９

５０～５９

４０～４９

３０～３９

２０～２９

１０～１９

０～９

８０～

1995年：総人口 54,602人

2010年：総人口 50,424人

2025年：総人口43,946人（推計）
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0 10 20 30 40 50 60 70 80億円 0 10 20 30 40 50 60億円

収入済総額
191億5,82７万円予算総額

220億2,582万円 支出済総額
176億540万円

※平成22年度決算額は、12月号で報告します。

皆さんのために使われたお金
3４万８,５８０円

皆さんが負担した市税
1３万７,０４４円

市民一人当たりの市税の負担状況市債の状況　（平成２２年度末現在残高見込み）

35

30

25

20

15

10

5

0

財政課　   23‐7616

平成23年3月31日現在の市の家計簿をご覧ください。

《収入・支出済総額に4月、5月分の収入･支出額が加えられ決算額となります。》

平成22年度

会 計 名 予 算 現 額

予算現額

収入率（%）

収 入 済 額

収入済額 予算現額

執行率（%）

支出済額

支 出 済 額

予 算 現 額区 　 　 分会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額
41億6,943万円
4億5,070万円
7億8,075万円
10億2,128万円
1,167万円
2,000万円

64億5,383万円

36億6，728万円
３億6，134万円
7億7，240万円
４億6，352万円
1,240万円
972万円

52億8，666万円

38億2,933万円
3億6,340万円
7億2,402万円
7億4,601万円
1,100万円
1,512万円

56億8,888万円

国 民 健 康 保 険 事 業
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
国 民 健 康 保 険 診 療 所
簡 易 水 道 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業
地 域 下 水 道 事 業
宅 地 造 成 事 業

収 益 的 収 支
資 本 的 収 支
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支
収 益 的 収 支
資 本 的 収 支

新 城 市 民 病 院 事 業

水 道 事 業
 
工 業 用 水 道 事 業

特 別 会 計

企 業 会 計

特　別　会　計　合　計 

企　業　会　計　合　計 

市税

地方交付税

市債

国庫支出金

県支出金

繰越金

諸収入

分担金および
負担金

そのほか

民生費

総務費

公債費

衛生費

教育費

土木費

消防費

農林水産業費

そのほか

97.4%

107.2%

76.4%

61.4%

100.0%

91.6%

95.9%

95.7%

0.3%

68.4%

99.9%

84.0%

78.6%

82.3%

66.6%

86.6%

73.3%

87.4%

38億4,529万円
554万円

5億608万円
30億2,500万円
1億6,761万円
4億4,024万円
1億1,676万円
4億8,022万円

611万円
1億2,499万円
87億1,784万円

42億2,233万円
554万円

9億8,538万円
34億2,063万円
1億6,736万円
6億8,942万円
2億248万円
6億2,306万円

895万円
1億2,322万円
104億4,837万円

市の財政状況です!!

歳　　　入 予算現額 収入済額 予算現額 支出済額歳　　出
市　　　　　税 71億400万円

26億4,770万円
38億320万円
2億6,632万円
3億8,678万円
56億5,252万円
20億2,880万円
17億8,666万円
12億1,648万円
9億3,503万円
8億7,236万円
5億1,485万円
19億1,512万円

55億8,945万円

34億836万円

29億6,918万円

28億3,271万円

24億2,783万円

14億7,476万円

12億3,836万円

10億3,691万円

10億4,826万円

38億2,121万円

28億6,290万円

29億6,626万円

22億2,663万円

19億9,700万円

9億8,238万円

10億7,241万円

7億6,001万円

9億1,660万円

69億2,155万円
25億440万円
38億70万円
2億3,217万円
3億8,428万円
60億6,022万円

540万円
13億6,451万円
7億4,698万円
9億3,503万円
7億9,886万円
4億9,358万円
18億3,214万円

地 方 交 付 税 
市 債
国 庫 支 出 金 
県 支 出 金 
繰 越 金 
諸 収 入 
分担金および負担金 
そ の ほ か 

市 民 税
固 定 資 産 税
都 市 計 画 税
そ の ほ か

民 生 費

総 務 費

公 債 費

衛 生 費

教 育 費

土 木 費

消 防 費

農林水産業費

そ の ほ か

内
　
　
訳

一 般 会 計

一般会計
22９億６,５９０万円

特別会計
108億１,８３７万円

企業会計
６６億2,３８８万円

万円

48億443万円
582万円

10億4,833万円
38億807万円
1億8,967万円
12億1,023万円
4億1,569万円
7億6,101万円
1,360万円

1億2,661万円
123億8,346万円

一 般 会 計
歳　入 歳　出

歳　入

歳　出

歳　入 歳　出

歳　入

歳　出

一般会計の執行状況
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し
ん
し
ろ
助
産
所　
　

32
‐
1
0
5
0

　

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
し
ん

し
ろ
助
産
所
を
開
設
し
ま
す
。助

産
所
で
は
、
市
民
病
院
に
在
籍
し

て
い
た
４
人
の
助
産
師
が
業
務
を

担
当
し
ま
す
。

  

こ
の
助
産
所
は
、聖
隷
三
方
原
病

院
院
内
助
産
所
の
産
科
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
お
産
が
で

き
ま
す
。ま
た
、
超
音
波
検
査
や
分

娩
監
視
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
機
器
を

用
い
た
妊
婦
健
診
、
母
乳
育
児
支

援
、
産
褥
期
の
お
母
さ
ん
の
健
康

回
復
を
中
心
と
し
た
泊
ま
り
や
通

い
で
の
産
後
療
養
、
女
性
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
か

か
わ
る
各
種
相
談

や
教
室
な
ど
を
行

い
ま
す
。

   

地
域
の
気
軽
な

相
談
所
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

６
月
２７
日
（月）

長
篠「
児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ
」横
に

　

助
産
所
は
、助
産
師
が
管
理
運

営
す
る
施
設
で
、医
師
は
常
駐
し

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、安
全・安
心

な
お
産
を
提
供
す
る
産
科
オ
ー

プ
ン
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
お
産

の
介
助
を
行
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

産
科
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム

と
は

•
し
ん
し
ろ
助
産
所
で
基
本
妊

　

婦
健
診
を
行
い
、ポ
イ
ン
ト
ご

　

と
に
聖
隷
三
方
原
病
院
で
医

　

師
の
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

•
お
産
の
際
は
、
し
ん
し
ろ
助
産

　

所
の
助
産
師
が
付
き
添
い
、
聖

　

隷
三
方
原
病
院
の
院
内
助
産

　

所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
家
族
に
見

　

守
ら
れ
な
が
ら
出
産
で
き
ま

　

す
。異
常
時
に
は
、
す
ぐ
に
医

　

師
が
対
応
し
て
く
れ
る
の
で

　

安
心
で
す
。

　

聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す

が
、
産
科
医
師
が
減
少
し
て
い

る
今
、
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

・産科外来受診
・産科医師による妊婦健診
　（20週・30週・36週以降分娩
　まで隔週）
・合併症、異常などのリスク評価
・医療処置が必要な場合、医師の立
　会い分娩
・小児科医師による新生児健診
・医師の診察が必要な場合の産後1
　カ月健診

診療日：月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　および第３日曜日
　　　　※見学は随時受け付けています。
時　間：午前8時～午後４時３０分
連携医療機関：聖隷三方原病院
職　員：助産師４人
場　所：『児童館　たんぽぽ』横（長篠字日焼）
電　話：３２－１０５０

・助産師による妊婦健診、保健
　指導
・産科オープンシステムを利用
　した聖隷三方原病院院内助産
　所での分娩介助
・産褥期のケア、1カ月健診

・聖隷三方原病院

しんしろ助産所連携システム

聖隷三方原病院（嘱託医）

しんしろ助産所

連携医療機関

お
産
は
正
常
な
分
娩
経
験
の
あ
る

経
産
婦
さ
ん
が
対
象
で
す

《
妊
婦
健
診
》

　

正
常
な
分
娩
経
験
の
あ
る
経
産
婦

さ
ん
を
対
象
に
、
聖
隷
三
方
原
病
院

と
連
携
し
、妊
婦
健
診
を
行
い
ま
す
。

《
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
利
用
分
娩
》

　

聖
隷
三
方
原
病
院
院
内
助
産
所

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
の
分
娩
に
、
し
ん
し

ろ
助
産
所
の
助
産
師
が
同
行
し
、
お

産
の
介
助
に
当
た
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

《
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
》

　

お
っ
ぱ
い
の
ト
ラ
ブ
ル
、
赤
ち
ゃ

ん
が
う
ま
く
吸
わ
な
い
、
母
乳
の
量

が
足
り
て
い
る
か
心
配
な
ど
、
お
っ

ぱ
い
を
見
な
が
ら
個
々
の
状
態
に
あ

っ
た
援
助
を
行
い
ま
す
。

《
も
く
浴
》

　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

や
、
お
へ
そ
の
処
置
な
ど
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

《
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
》

　

赤
ち
ゃ
ん
の
心
身
の
発
育
を
促

し
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
絆
を

深
め
ま
す
。

《
産
後
療
養
》

・
産
後
の
回
復
、育
児
が
心
配

・
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

　
い

・
母
乳
育
児
に
自
信
が
な
い

な
ど
、
産
後
の
生
活
に
不
安
が
あ
る

方
ば
か
り
で
な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
静

養
し
た
い
方
に
も
、
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。お
家
の
方
が
昼
間
い
な
い

時
間
に
合
わ
せ
た
「
デ
イ
ケ
ア
」、
ご

主
人
や
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
せ

る
「
家
族
入
所
」、
夜
間
の
授
乳
も
相

談
で
き
る「
産
後
入
所
」な
ど
、
ご
家

族
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た

ケ
ア
を
提
供
し
ま
す
。

《
新
生
児
訪
問
》

　

出
産
後
、
助
産
所
へ
の
来
所
が
困

難
な
方
は
、
助
産
師
が
ご
自
宅
へ
訪

問
し
、
母
子
の
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ

ク
や
授
乳
、
も
く
浴
な
ど
の
指
導
を

行
い
ま
す
。

《
相
談
・
教
室
》

　

育
児
相
談
、思
春
期
相
談
、更
年
期

相
談
、性
教
育
、妊
産
婦
健
康
教
室
な

ど
各
種
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

し
ん
し
ろ
助
産
所
で

で
き
る
こ
と

車 /国道１５１号長篠交差点を北へ
　　約４００ｍ
電車 /ＪＲ飯田線　本長篠駅から徒歩７分

しんしろ助産所位置図

安
全
な
医
療
環
境
の
も
と
で

家
庭
的
な
お
産
を
目
指
し
ま
す

「
し
ん
し
ろ
助
産
所
」
を
開
設
し
ま
す

「
し
ん
し
ろ
助
産
所
」
を
開
設
し
ま
す

※助産所の開設にあたっては、嘱託医と連携医療機関の指定が必要となります。

 

さ
ん
じ
ょ
く

至鳳来寺山
パークウェイ

長篠保育園

長篠郵便局

長篠交差点至豊川市

JR飯田線

鳳来
総合支所

至東栄町

鳳来寺山

本長篠長篠城

長篠城址

鳳来中学校

ココ
児童館たんぽぽ

河津桜並木

ふれあい
パーク
ほうらい
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契
約
検
査
室　
　

23
‐
7
6
1
4

総
合
政
策
部　
　

23
‐
7
6
7
3

市
観
光
協
会

　

32
‐
0
0
2
2

新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
①

新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
が
発
足
し
ま
し
た

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り（
自
治
基
本
）条
例
を
つ
く
ろ
う
！

庁
舎
の
分
散
と
老
朽
化

　

現
在
の
市
役
所
は
、
本
庁
舎
、

第
二
庁
舎
、
東
庁
舎
、
西
館
、
仮

庁
舎
、
市
民
体
育
館
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
と
分
散
し
た
配
置
で
あ

る
と
と
も
に
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

狭
い
た
め
、
利
用
者
に
は
分
か
り

に
く
く
、
利
用
し
づ
ら
い
庁
舎
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
後
30
年
か
ら
50
年

が
経
過
し
、
施
設
本
体
の
老
朽
化

や
耐
震
性
の
確
保
の
点
で
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
官
公
庁

施
設
も
多
く
の
被
害
を
受
け
、
特

に
庁
舎
の
災
害
対
策
本
部
や
行
政

機
能
の
継
続
と
い
っ
た
防
災
拠
点

と
し
て
の
機
能
が
問
題
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る

東
海
地
震
や
東
南
海
・
南
海
地
震

に
対
す
る
新
庁
舎
の
機
能
維
持

は
、
大
変
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
作
る
た

め
、
「
新
城
市
自
治
基
本
条
例
検

討
会
議
」
が
公
募
市
民
42
人
の
委

員
で
５
月
11
日
に
発
足
し
ま
し

た
。

庁
舎
建
設
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　

今
回
の
「
東
日
本
大
震
災
」

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
慰
霊

と
、
被
災
地
域
を
は
じ
め
日
本

全
国
へ
の
エ
ー
ル
を
込
め
た

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
花
火
」
、

「
あ
な
た
の
思
い
出
花
火
」
を

募
集
し
ま
す
。

　

・
が
ん
ば
ろ
う
日
本
花
火
…　

　
　

復
興
祈
念
、激
励
な
ど
の
応

　
　

援
花
火
な
ど

　

・
思
い
出
花
火
…
還
暦
、米
寿

　
　

な
ど
の
お
祝
い
花
火
な
ど

花
火
の
種
類
と
金
額

老朽化した市役所本庁舎（昭和31年建築）

市
民
と
つ
く
る

市
民
の
た
め
の
庁
舎

　

市
は
、
庁
舎
の
あ
る
べ
き
姿
や

求
め
ら
れ
る
役
割
な
ど
、
庁
舎
の

基
本
理
念
、
基
本
方
針
を
市
民
や

議
会
と
と
も
に
検
討
し
、
市
に
ふ

さ
わ
し
い
庁
舎
建
設
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
新
庁
舎
基
本
構
想

市
民
会
議
」
で
策
定
さ
れ
る
「
基

本
構
想
」
を
基
本
計
画
に
反
映
し

ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計

は
、
市
民
説
明
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
多
く
の
市
民
の
意
見
を
設
計

に
反
映
で
き
る
取
り
組
み
を
し
て

い
き
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
27
年
度
末
の
庁
舎
完
成
を

目
指
し
、
平
成
23
・
24
年
度
に

「
基
本
計
画
・
基
本
設
計
」
、
平

成
24
・
25
年
度
に
「
実
施
設
計

」
、
平
成
26
・
27
年
度
に
「
建
設

工
事
」
の
予
定
で
順
次
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

現
在
、
庁
舎
を
設
計
す
る
業
者

選
定
を
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

進
め
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
と
は
、
庁
舎
建
設
に
関
す
る

課
題
解
決
の
提
案
や
取
り
組
み
姿

勢
な
ど
を
審
査
し
、
業
者
を
選
定

す
る
方
法
で
す
。
選
定
さ
れ
た
設

計
業
者
は
、
設
計
業
務
の
ほ
か
、

新
庁
舎
基
本
構
想
市
民
会
議
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま

す
。

　

庁
舎
建
設
に
関
す
る
情
報
は
、

随
時
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（
「
ホ
ー
ム
」
↓

「
く
ら
し
」
↓
「
ま
ち
づ
く
り
」

↓
「
新
庁
舎
建
設
」
）

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記        

　

入
し
、現
金
を
添
え
て
６
月
30

　

日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

※
今
年
の
花
火
大
会
（
８
月
13
日

　

㈯
）
は
、
東
日
本
大
震
災
義
援

　

金
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

号　

数

１
玉
の
金
額

１
１
，
０
０
０
円

３
２
，
０
０
０
円

５
５
，
０
０
０
円

５　

号

８　

号

１０　

号

　

昨
年
度
、
新
城
市
自
治
基
本
条

例
を
考
え
る
市
民
会
議
で
22
回
の

会
議
を
開
催
し
、
延
べ
５
０
０
人

の
意
見
を
聞
い
て
ま
と
め
た
「
市

民
の
こ
と
ば
に
よ
る
新
城
市
自
治

基
本
条
例
（
た
た
き
台
）
」
を
も

と
に
、
今
年
度
は
さ
ら
に
多
く
の

市
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
条
例

案
を
つ
く
り
ま
す
。

　

今
後
、
会
議
の
よ
う
す
や
「
市

民
の
こ
と
ば
に
よ
る
新
城
市
自
治

基
本
条
例
（
た
た
き
台
）
」
の
要

旨
を
紙
上
で
紹
介
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
れ

ば
、
こ
の
新
城
が
「
元
気
で
住
み

続
け
ら
れ
、
世
代
の
リ
レ
ー
が
で

き
る
ま
ち
」
と
な
る
か
、
皆
さ
ん

の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
「
市
民
の
こ
と
ば
に
よ

る
新
城
市
自
治
基
本
条
例
（
た
た

き
台
）
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
総
合
政
策

部
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

「元気で住み続けられ、世代のリレーができるまち」 へ

「市民が主役のまちづくり（自治基本）条例（案）」

「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」

市
　
民

検
討
会
議
委
員

市
職
員

皆さんの声を
聞かせてください。

第
４４
回
新
城
納
涼
花
火
大
会

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
花
火
」

「
あ
な
た
の
思
い
出
花
火
」を

募
集
し
ま
す
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地
域
振
興
課　
　

37
‐
2
2
1
1

地
域
振
興
課　
　

32
‐
1
9
8
3

市
民
保
険
課　
　

23
‐
7
6
2
5

地
域
振
興
課　
　

37
‐
2
2
1
1

地
域
振
興
課　
　

32
‐
1
9
8
3

市
民
保
険
課　
　

23
‐
7
6
2
5

消
費
者
行
政
活
性
化
事
業

第
36
回
　新
城
市
民
文
化
講
座

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険
証
）な
ど
が
更
新
さ
れ
ま
す

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
　
協
定
保
養
所
利
用
助
成
事
業
に
つ
い
て

「
生
き
る
〜
変
革
の
時
を
ど
の
よ
う
に
生
き
抜
く
か
〜
」

商
工
課　　

23
‐
7
6
3
4

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5

文
化
課　
　

23
‐
7
6
5
5

住
田
裕
子
弁
護
士
講
演
会

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証

（
保
険
証
）

 
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の

方
に
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し

ま
す
。
現
在
お
使
い
の
保
険
証

（
青
色
の
も
の
）
は
７
月
31
日
（日）

が
有
効
期
限
で
す
。
８
月
以
降
は

新
し
い
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
の

も
の
）
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

 

新
し
い
保
険
証
は
７
月
下
旬
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

※

簡
易
書
留
郵
便
は
、
受
取
時
に

　

押
印
ま
た
は
署
名
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。配
達
で
き
な
か
っ
た

　

保
険
証
は
、
市
民
保
険
課
お
よ

　

び
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地

　

域
振
興
課
で
保
管
し
て
い
ま
す

　

の
で
、
８
月
に
な
っ
て
も
保
険

　

証
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
減
額
証
）

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
（日）
の
減

額
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
８
月
以

降
も
対
象
と
な
る
方
（
住
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

者
の
方
）
は
、
新
し
い
減
額
証
を

郵
送
し
ま
す
。

　

減
額
証
は
、
住
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
の
被
保
険
者
の
方
が
入
院

す
る
場
合
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時

の
食
事
代
の
自
己
負
担
額
が
減
額

さ
れ
る
ほ
か
、
医
療
費
の
自
己
負

担
限
度
額
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
減
額
証
が
必
要

と
な
る
方
は
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
市
民
保
険
課
ま
た

は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者

の
皆
さ
ん
が
、
健
康
の
保
持
・
増

進
を
目
的
に
次
の
協
定
保
養
所
に

宿
泊
し
た
場
合
、
一
人
１
泊
に
つ

き
１
，
０
０
０
円
（
全
保
養
所
合

わ
せ
て
４
泊
ま
で
）
を
助
成
し
ま

す
。

第
１
回

　
勝
谷
誠
彦
が
語
る
!!
こ
れ
か
ら

の
日
本
に
つ
い
て

〜
激
動
の
時
代
に
生
き
る
〜

　

７
月
30
日
㈯　

午
後
２
時
10
分

利
用
方
法

　

申
込
時
に
、
協
定
保
養
所
へ

「
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
、
宿
泊
当
日
、
保
養
所
の
窓
口

で
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
お

よ
び
利
用
カ
ー
ド
（
初
回
利
用
時

に
交
付
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
精
算
時
に
利
用
料
金
に
対

し
、
１
，
０
０
０
円
を
助
成
し
ま

す
。

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

給
付
課

　

0
5
2‐

9
5
5‐

1
2
0
5

場　
　
所

電
話
番
号

犬
山
市

桑
名
市

東
浦
町

田
原
市

蒲
郡
市

豊
田
市

レ
イ
ク
サ
イ
ド
入
鹿

名
古
屋
市
休
養
温
泉
ホ
ー
ム　

松
ヶ
島

あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

シ
ー
サ
イ
ド
伊
良
湖

サ
ン
ヒ
ル
ズ
三
河
湾

豊
田
市　

百
年
草

協

定

保

養

所

名

０
５
６
８‐
67
‐
３
８
１
１

０
５
９
４‐
42
‐
３
３
３
０

０
５
６
２‐
82
‐
０
２
３
５

０
５
３
１‐
35
‐
１
１
５
１

０
５
３
３‐
68
‐
４
６
９
６

０
５
６
５‐
62
‐
０
１
０
０

 

皆
さ
ん
に
、
消
費
者
被
害
の
状

況
や
対
処
方
法
な
ど
の
知
識
を
身

に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

７
月
27
日
（水）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

文
化
会
館
大
会
議
室

　
「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
」

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
消
費
生
活
の

　

法
律
知
識
な
ど
を
お
話
し
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

　

１
０
０
人

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

　

行
い
、
結
果
を
返
信
用
は
が
き

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
当
選
者

　

は
、
返
信
用
は
が
き
が
入
場
整

　

理
券
と
な
り
ま
す
。

　

無
料

　

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

　
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番
号
を

　

記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

７
月
６
日
（水）

※

当
日
消
印
有
効

住田裕子弁護士

郵
送
先

　

〒
４
４
１‐

１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
商
工
課

　
「
住
田
裕
子
講
演
会
」
係

第
２
回

　
「
コ
コ
ロ
の
た
め
息
」
が
ス

ー
ッ
と
な
く
な
る
話
〜
植
木
理
恵

の
元
気
が
出
て
く
る
心
理
学
〜

　

９
月
３
日
㈯　

午
後
２
時

第
３
回

　
食
で
つ
な
が
る
命
と
絆

〜
と
な
り
の
晩
ご
飯
か
ら
〜

　

10
月
１
日
㈯　

午
後
２
時

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　

３
回
通
し
券　

２
，
０
０
０
円

　

１
回
券
（
当
日
券
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

※
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

　

生
、
高
校
生
は
無
料

　

３
回
通
し
券
は
、
文
化
会
館
な

　

ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

※
開
講
式
は
、
７
月
30
日
㈯
午
後

　

２
時
か
ら
行
い
ま
す
。

　

７
月
16
日
㈯

　

午
後
２
時

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内

　

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

出
演

　

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

　

金
管
五
重
奏

　

大
人　
　
　

２
，
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生

　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭
２
０
１
１

「
さ
ぎ
草
コ
ン
サ
ー
ト
」

〜
金
管
の
き
ら
め
き
を
〜

勝谷誠彦 氏（コラムニスト）

植木理恵 氏（心理カウンセラー）

ヨネスケ 氏（落語家・タレント）

か つ や ま さ ひ こ

う え き り え

すみた ひろ こ
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市の大切なお知らせをお届けします

Shinshiro News Spot

丸山　彭 氏

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
32
‐
0
1
6
2

夏
の
特
別
展
開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
２３
年
度
　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
歴
史
講
座

　「
福
澤
諭
吉
と
参
州
・
遠
州

の
門
人
た
ち
」

　

慶
應
義
塾
大
学
創
始
者
福
澤
諭

吉
は
、
長
篠
城
主
で
あ
っ
た
奥
平

家
（
豊
前
国
中
津
藩
主
）
の
下
級

武
士
福
澤
百
助
の
二
男
と
し
て
、

こ
の
世
に
生
を
受
け
ま
し
た
。
明

治
に
な
り
、
多
く
の
学
生
が
慶
應

の
門
を
た
た
き
、
慶
應
義
塾
は
多

く
の
優
れ
た
人
物
を
輩
出
し
ま
し

た
。
歴
史
講
座
で
は
、
福
澤
の
門

下
生
の
中
か
ら
、
こ
の
地
方
の
縁

故
者
、
出
身
者
の
人
物
像
を
紹
介

し
ま
す
。

第
一
回

　

８
月
20
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

奥
平
家
と
福
澤
諭
吉
・
小
幡
篤

　

次
郎

　

慶
應
義
塾
大
学
福
澤
研
究
セ
ン

　

タ
ー

　

教
授　

西
澤
直
子
氏  

第
二
回

　

９
月
17
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

開
催
期
間
／
７
月
１３
日
（水）
〜
９
月
５
日
（月）

◎
開
館
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）　
　
※
期
間
中
休
館
日
な
し

　

山
縣
昌
景
は
武
田
家
の
重
臣
の
一
人
と
し
て
信
玄
に
仕
え
、
長
篠
・
設
楽

原
の
戦
い
で
は
、
自
ら
敵
陣
に
突
入
し
て
壮
絶
な
戦
死
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

山
縣
家
は
昌
景
の
孫
の
昌
時
の
代
に
、
家
康
の
次
男
結
城
秀
康
に
仕
え
ま

し
た
。
越
前
松
平
家
に
お
い
て
山
縣
家
は
、
家
臣
団
の
最
高
の
地
位
に
ま
で

出
世
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
展
で
は
、
代
々
山
縣
家
に
伝
わ
っ
た
名
品
や
、
京
都
井
伊
美
術
館
所

蔵
の
赤
備
え
具
足
、
本
邦
初
公
開
の
奥
平
信
昌
具
足
、
武
田
勝
頼
胴
丸
な
ど

の
展
示
と
、
地
元
資
料
と
し
て
火
お
ん
ど
り
と
信
玄
塚
に
関
す
る
古
文
書
も

併
せ
て
展
示
し
、
長
篠
合
戦
を
挟
ん
だ
山
縣
家
の
道
の
り
を
た
ど
り
ま
す
。

展
示
予
定
資
料
（
一
部
）

　

山
縣
家
臣
三
科
伝
右
衛
門
所
用
桶
側
二
枚
胴
朱
具
足

　

井
伊
家
所
蔵
長
篠
合
戦
図
屏
風

　

奥
平
信
昌
具
足

　

一
般　
　
　
　　

３
０
０
円
（
20
人
以
上
の
団
体　

２
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生　　

１
０
０
円
（
20
人
以
上
の
団
体　
　
　

50
円
）

　

初
代
館
長
丸
山
彭
が
亡
く
な
っ

て
、
今
年
で
23
年
目
に
な
り
ま

す
。
保
存
館
で
は
、
夏
と
秋
に
丸

山
彭
の
人
生
模
様
を
紹
介
し
ま

す
。

　

夏
の
特
別
展
で
は
、
生
い
立

ち
、
保
存
館
運
営
、
戦
史
研
究
、

武
田
方
・
家
臣
馬
場
信
房
と
内
藤

昌
豊
お
よ
び
鎌
原
重
澄
子
孫
と
の

調
査
と
交
流
を
、
関
係
資
料
と
写

真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
、
丸
山
初
代

館
長
を
回
顧
し
ま
す
。

　

一
般　
　
　
　

２
１
０
円

　
（
20
人
以
上
の
団
体　

１
６
０
円
）

　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円

　
（
20
人
以
上
の
団
体　
　
　
50
円
）

設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
特
別
展

「
山
縣
昌
景
家
と
竹
広
火
お
ん
ど
り
」

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
　
特
別
展

「
丸
山
彭
の
世
界

― 

初
代
館
長
の
二
十
年

　
　
　
　
　
　其
の
壱 

―
」

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
32‐

0
1
6
2

 hri-hozonkan@
city.shinshiro.lg.jp

shitara@
city.shinshiro.lg.jp

※
写
真
提
供
／
京
都
井
伊
美
術
館

三科伝右衛門所用
桶側二枚胴朱具足

四十八間総覆輪阿古陀形筋兜

　

東
三
河
の
二
人
の
福
澤
門
下
生

　

―
阿
部
泰
蔵
と
中
村
道
太
―

　

慶
應
義
塾
大
学

　

名
誉
教
授　

坂
井
達
朗
氏

第
三
回

　

10
月
15
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

近
代
日
本
の
経
済
発
展
と
地
方

　

企
業
家

　

―
豊
橋
・
加
藤
六
蔵
と
浜
松
・

　

伊
東
要
蔵
―　

　

大
東
文
化
大
学
経
済
学
部

　

専
任
講
師 

石
井
寿
美
世
氏　

第
四
回

　

11
月
19
日
㈯

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

福
澤
桃
介
と
中
部
の
電
力
事
業

　

名
城
大
学
経
済
学
部

　

教
授　

渋
井
康
弘
氏

第
五
回

　

12
月
10
日
㈯

　

現
地
学
習
会　

　
「
京
都
奥
平
家
菩
提
寺
久
昌
院
」

　

を
訪
ね
る

　

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　

館
長　

山
内
祥
二　

第
六
回

　

平
成
24
年
１
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　

日
本
で
最
初
の
開
業
歯
科
医

　
「
小
幡
英
之
助
」

　

中
央
大
学
研
究
開
発
機
構

　

教
授　

山
口 

浩
氏

　

１
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

１
，
５
０
０
円
（
５
回
分
）

※
第
五
回
目
の
現
地
学
習
会
は
、

　

受
講
生
の
中
か
ら
希
望
者
を
募

　

り
、
希
望
者
が
70
人
を
超
え
た

　

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
な

　

お
、
費
用
は
別
途
実
費
が
必
要

　

で
す
。

　

７
月
１
日
㈮
か
ら
15
日
㈮
ま
で

　

に
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

　

年
齢
、郵
便
番
号
、電
話
番
号
を

　

記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
６
３
４

　

新
城
市
長
篠
字
市
場
22
番
地
１

　

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
32‐

０
１
６
２

　

hri-hozonkan@
city.shinshiro.

　

lg.jp

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
　
　
22‐

0
6
7
3

ス
ポ
ー
ツ
課

　
23
‐
7
6
5
3

ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

　

大
人
気
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
新
城
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

レ
ー
ス
以
外
に
も
、
自
転
車
試

乗
会
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
１

日
中
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

７
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰

　

総
合
公
園
と
周
辺
一
般
公
道

　・　
種
目

　

ク
リ
テ
リ
ウ
ム
、エ
ン
デ
ュ
ー
ロ

・
イ
ベン
ト

　
メ
ー
カ
ー
各
社
の
展
示
試
乗
会
、

　

有
名
選
手
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会（
参
加
者

　

の
み
）、飲
食
ブ
ー
ス
な
ど

　

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
開
催
時
間
中
、

　

公
園
内
臨
時
駐
車
場
は
ご
利
用

　

で
き
ま
せ
ん
。東
側
駐
車
場
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、主
要

　

地
方
道
豊
川
新
城
線
と
市
道
大

　

海
線
の
一
部（
浅
谷
地
内
）が
通

　

行
止
め
に
な
る
た
め
、交
通
規
制

　

が
あ
り
ま
す
。

交
通
規
制
時
間

　

７
月
２
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

７
月
３
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

水
道
課

　
23
‐
7
6
4
5

「
親
子
ふ
れ
愛

　
　
　
ダ
ム
探
検
ツ
ア
ー
」

　

水
源
施
設
な
ど
を
見
学
し
、
水

道
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

　

７
月
26
日
㈫

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

大
野
頭
首
工
、宇
連
ダ
ム
、東
栄

　

町
博
物
館
・
民
芸
館
な
ど

　

市
役
所
集
合（
市
役
所
解
散
）

　

市
内
在
住
の
小
学
生（
４
年
〜
６

　

年
生
）と
保
護
者

　

８
人（
４
組
）

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の

　

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

　

を
記
入
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

無
料（
昼
食
付
き
）

　

６
月
30
日
㈭
必
着

郵
送
先

　

〒
4
4
0
‐
8
5
0
2

　
豊
橋
市
牛
川
町
字
下
モ
田
29
‐
１

　

豊
橋
市
役
所
上
下
水
道
局
総
務

　

課　
　
0
5
3
2
‐
51
‐
2
7
0
2

主
催

　

県
企
業
庁

お

ば
た
と
く

に
し
ざ
わ
な
お

こ

あ

べ

た
い
ぞ
う

ぶ

ぜ
ん

ひ
ゃ
く
す
け

な
か
む
ら
み
ち

た

さ
か

い

た
つ
ろ
う

か
と
う
ろ
く
ぞ
う

も
も
す
け

い
し

い

す

み

よ

し
ぶ

い

や
す
ひ
ろ

い
と
う
よ
う
ぞ
う

お
ば
た
え
い

の

す
け

や
ま
ぐ
ち

ひ
ろ
し

き
ゅ
う
し
ょ
う
い
ん

ぼ

だ
い

や
ま
う
ち
し
ょ
う
じ

じ

ろ
う

あ
か
ぞ
な
　
　
ぐ

そ
く

ゆ
う

き

ど
う
ま
る

か
ん
ば
ら
し
げ
ず
み

み
し
な
で
ん

え

も
ん

し
ょ
よ
う
お
け
が
わ

た

ま
い
ど
う
し
ゅ

や
ま
が
た
ま
さ
か
げ

よんじゅうはっけんそうふくりんあこだなりすじかぶと

ほ
う
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ヤマザキ
デイリーストアー

GS
151バイパス

とみかわや
清龍

至
長
篠

至
一
宮

杉山
●

●●
●

ココ

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

35
‐
1
0
0
1 

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

生
涯
学
習
課

　

23
‐
7
6
5
4

児
童
課

　

23
‐
7
6
2
2

市
民
病
院
小
児
科
外
来

　

23
‐
2
1
7
1
（
代
表
）

市
文
化
協
会

　

23
‐
7
6
5
6

夏
の
特
別
展

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 
　

35
‐
1
0
0
1 

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

35
‐
1
0
0
1 

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

35
‐
1
0
0
1 

夏
休
み
自
由
研
究
支
援

夏
の
星
空
観
察
会

子
ど
も
自
然
講
座

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

文
化
協
会
創
立
50
周
年

記
念
事
業

「
私
た
ち
の
ま
わ
り
の      

         

自
然
と
く
ら
し
」展

   

７
月
20
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈬

   

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

   

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

   

私
た
ち
は
自
然
界
の
一
員
と
し                              

　

て
、
自
然
の
中
に
身
を
置
い
て
生

　

き
て
い
ま
す
。人
の
暮
ら
し
と
、

　

自
然
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

　
い
る
の
か
考
え
ま
す
。

　

大
人　
　
　
　

２
１
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

エ
コ
バ
ン
ド
や
古
布
を
使
っ
た

か
ご
、和
の
小
物
な
ど
、手
仕
事
の

好
き
な
主
婦
グ
ル
ー
プ
が
思
い
思

い
に
作
り
あ
げ
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

　

展
示
期
間
中
の
土
曜
日
は
、
小

物
作
り
の
体
験
も
で
き
ま
す
。（
要

申
し
込
み
）

　

７
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

材
料
費

　

休
館
日
は
火
曜
日

観
来
館
７
月
の
展
示

「
手
作
り
作
品
展
」

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

【
に
こ
に
こ
】

児
童
館
ま
つ
り

第
11
回　
子
育
て
応
援
広
場

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

第
一
回
男
性
の
料
理
教
室

地
域
振
興
課

　

32
‐
0
5
1
3

み
に
こ
ん
か
ん

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

23
‐
7
6
1
2

　

23
‐
2
0
0
2

秘
書
広
報
課

　

23
‐
7
6
2
3

　

23
‐
7
2
9
6

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
７
月
分
〕

suzutatsu@tees.jp

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…

ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／後見
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所 TEL0536-22-4175

★介護・福祉施設、医療機関での出前セミナー順次開催中★

0536-23-2211
新城市杉山字大東２３-６　　Ｅ-ｍａｉｌ：ｓａｋａｇｕｒａ-ｗａｎｉ＠ａｉｒ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

４０～２５％ＯＦＦ４０～２５％ＯＦＦ
2011御中元フェア開催中！

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

joho@
city.shinshiro.lg.jp

FAX0536-23-7331

　そのまま飲んでも最高に味わい深い「泡盛の8
年古酒」ですので、風味が抜群ですし、ホワイトリ
カーよりも断然梅のエキス分を搾りだします。

2,980円

♥一人暮らしのお年寄り見守り安心ネット事業（内閣府助成）試験運用中

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ

●募集●催し・行事

広
告

広
告

広
告

アルコール度数が高いので
強烈に梅のエキス分を搾りだす。
中の梅の実は見事にシワクチャに…

泡盛・瑞泉43度・8年熟成古酒　1,800ml

【作り方】梅…１K　泡盛…１.８L   氷砂糖…200g
で漬け込み３～４ヵ月後に
黒糖100gを追加するのが
プロの技です。

こだわり梅酒はコレで仕込め！！こだわり梅酒はコレで仕込め！！

　

夏
休
み
期
間
中

※
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

　

相
談
で
き
ま
す
。

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館 

　

博
物
館
学
芸
員

　

夜
空
に
輝
く
星
を
観
察
し
、
夏

の
星
座
を
覚
え
よ
う
。

　

８
月
６
日
㈯

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内

　

市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

　

作
手
星
の
会
の
皆
さ
ん

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

　

１
０
０
円

　

７
月
28
日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習

　

課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

　

児
童
館
ま
つ
り
で
は
、
人
形
劇
、

工
作
な
ど
楽
し
い
催
し
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、市
民
病
院
主
催
の
子
育

て
応
援
広
場
も
同
じ
会
場
で
開
催

し
ま
す
。子
育
て
や
子
ど
も
の
病

気
に
関
す
る
相
談
に
、市
民
病
院
の

ス
タ
ッ
フ
が
分
か
り
や
す
く
お
答
え

し
ま
す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

７
月
９
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

鳥
原
児
童
館（
日
吉
字
下
畑
81
）

　
　

23
‐
７
０
０
１

「
豊
川
上
流
か
ら
河
口
ま
で
の
河
原

と
河
岸
の
よ
う
す
」

　

７
月
３
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

豊
川
流
域

　

市
役
所
仮
庁
舎
駐
車
場
、鳳
来

　

総
合
支
所
大
駐
車
場

「
ど
う
ぶ
つ
の
か
ら
だ
の
ふ
し
ぎ
」

　

７
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

博
物
館
と
そ
の
周
辺

　

博
物
館

　

博
物
館
学
術
委
員（
動
物
分
野
）

　

20
人

　

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

　

筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

「
ル
ー
ペ
で
花
を
観
察
し
よ
う
」

　

７
月
31
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

博
物
館
と
そ
の
周
辺

　

博
物
館

　

博
物
館
学
術
委
員（
植
物
分
野
）

　

20
人

　

小
・
中
学
生　

３
０
０
円

　

筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

　

昭
和
36
年
に
設
立
さ
れ
た
市
文

化
協
会
が
、
50
周
年
を
祝
し
て
二

大
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
納
涼
茶
会

　

７
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

文
化
会
館
和
室

　

前
売
り　

一
席　

５
０
０
円

　

当
日　
　

一
席　

５
０
０
円

　
　

茶
華
友
の
会（
今
泉
）

　
　
　

23
‐
3
2
6
6

市
民
盆
踊
り
大
会

　

７
月
30
日
㈯
午
後
６
時
30
分

　

文
化
会
館
は
な
の
き
広
場

　

７
月
12
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

つ
く
で
手
作
り
村 

芝
生
広
場

※
雨
天
の
場
合
、
鬼
久
保
ふ
れ
あ

　

い
広
場
内
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

　

ン
タ
ー

　

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
ス
イ
カ
割
り

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

　

１
０
０
円

　

参
加
自
由
で
、
お
申
し
込
み
は

　

不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

に
、電
源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、

簡
単
な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ

し
く
、丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

　

７
月
16
日
㈯

　

午
後
1
時
〜
5
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
（
キ

　

ー
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な

　

い
方
な
ど
）

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

　

選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
1,
0
5
0
円  

　

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

６
月
20
日
（月）
〜
７
月
８
日
㈮

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　

博
物
館
学
術
委
員（
地
学
分
野
）

　

35
人

　

大
人　
　
　
　

２
，０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

１
，０
０
０
円

　

筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物

　

野
外
活
動
が
で
き
る
服
装

男
子
厨
房
に
入
り
ま
し
ょ
う
! !

　

つ
く
る
こ
と
が
楽
し
く
な
る

と
、さ
ら
に
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

７
月
16
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

ま
か
な
い
料
理
に
挑
戦

　

調
理
師　

浅
田
利
彦
氏

　

男
性
16
人 

（
先
着
順
）

　

９
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

　

７
月
12
日
㈫

　

エ
プ
ロ
ン
、
頭
に
巻
く
バ
ン
ダ

　

ナ
、筆
記
用
具

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
ま
か
な
い
料
理
と
は
、
厨
房
の

　

料
理
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
た

　

め
に
余
っ
た
食
材
で
短
時
間
で

　

つ
く
る
料
理
の
こ
と
で
す
。

あ
さ

だ
と
し

ひ
こ

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

応募方法

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

お酒は二十歳を過ぎてから
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新
城
警
察
署
だ
よ
り

県
養
護
学
校
体
験
入
学

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

方
へ
税
金
関
係
の
お
知
ら
せ

「花桃実桃」　
中島京子／著　　中央公論新社
　昭和の香り漂う古ア
パート「花桃館」で繰り
広げられる、管理人で
ある主人公とちょっと変
わった住人たちとの物
語です。はちゃめちゃな
大騒ぎに引き込まれてしまいます。

「まねき猫はまぬけ猫？」
わしおとしこ／作　　渡辺有一／絵
リーブル
　「百年間同じ所にじっ
と座っていたまねき猫
は、ほんものの猫になれ
る」という言い伝えが、
本当になったのでしょう
か。わしおファンタジー
が、ほんわか優しい挿絵とともに展開し
ていきます。

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。
後日、自宅に郵送。
ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊まで
鳳来・作手各総合支所へ届けます。

　７月１日（金）から「課題図書」の貸
し出しを始めます。児童・生徒対象で、
一人１冊・１週間の貸し出しです。一般
の方は９月からの貸し出しとなります
ので、ご了承ください。

　7月12日（火）は、館内清掃のため休
館します。ご迷惑をお掛けしますが、よろ
しくお願いします。

新城図書館 　23‐2333    24‐3415

新
城
警
察
署　
　
22
‐
0
1
1
0

気
を
つ
け
て
「
出
し
す
ぎ
」
「
近

す
ぎ
」
「
急
ぎ
す
ぎ
」

〜
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、
交
通

マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

　

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
、

７
月
11
日
㈪
か
ら
20
日
㈬
ま
で
の

10
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
課

　

23
‐
7
6
5
3

新
城
税
務
署

　

22
‐
2
1
4
1

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

梅雨時､雷シーズン､台風シーズンは飛来物や倒木が多数発生します｡

切れた電線には絶対にさわらないで！
中部電力に電話して下さい。
中部電力　新城営業所
TEL0120‐985‐631

夜間・休日は豊橋営業所にかかりますが、そのままお話ください。

　

泳
ぎ
が
苦
手
な
児
童
を
対
象
と

し
た
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

７
月
29
日
㈮
〜
31
日
㈰

　

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
新
城
店

　

１
講
座
１
時
間

　

泳
げ
な
い
（
15
ｍ
以
下
）
児

　

童
（
小
学
１
年
〜
３
年
生
）

　
１
部
70
人
、２
部
70
人
、３
部
70
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

１
，
０
０
０
円

※
水
泳
教
室
の
開
催
初
日
に
集

　

金
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ボ
ッ
ク
ス
新
城
店

　

へ
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

６
月
19
日
㈰
〜
26
日
㈰

　

月
曜
日
〜
土
曜
日
は
、
午
前

　

10
時
〜
午
後
９
時
30
分

　

日
曜
日
は
、
午
前
９
時
〜
午

　

後
３
時
30
分

　

市
障
害
者
手
当（
４
〜
７
月
分
）

を
、７
月
29
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
。

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
金
融
機
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、転
出
な
ど
の
際
は
、福
祉

　

課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　

支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
障
害
者
手
当（
４
〜
７
月
分
）

を
、７
月
29
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
。

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
金
融
機
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、転
出
な
ど
の
際
は
、福
祉

　

課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　

支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け
出
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。

「
体
の
中
か
ら
き
れ
い
に
な
ろ
う
」

　

健
康
と
美
容
に
最
適
で
、
精

神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
と
言

わ
れ
る
ヨ
ガ
。
「
手
の
先
か
ら

足
の
先
ま
で
神
経
が
通
り
、
腰

が
安
定
し
て
背
筋
が
ス
ー
ッ
と

水
泳
教
室

市
障
害
者
手
当
な
ど
の
振
り
込
み

市
民
保
険
課

　

23
‐
7
6
2
5

福
祉
課　
　
　

23
‐
7
6
2
4

学
校
教
育
課

　

23
‐
7
6
5
2

早
期
教
育
相
談
会

学
校
教
育
課

　

23
‐
7
6
5
2

地
域
振
興
課　

32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課　

37
‐
2
2
7
9

児
童
課　
　
　

23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課　

32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課　

37
‐
2
2
7
9

市
遺
児
手
当
の
振
り
込
み

健
康
教
室
ヨ
ガ

広
告

広
告

●手当●そのほか

文
化
課　
　

23
‐
7
6
5
5

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　

こ
の
樹
木
は
、作
手
清
岳
の

白
鳥
神
社
の
裏
手
、古
宮
城
の

中
心
曲
輪
の
入
口
付
近
に
あ

り
ま
す
。

　

幹
周
り
は
６・１ｍ
、根
周
り

は
７・５ｍ
、樹
高
は
29ｍ
あ
り

ま
す
。周
辺
の
木
々
を
圧
倒

す
る
よ
う
な
存
在
感
を
放

ち
、見
上
げ
る
と
幹
の
北
側
に

枝
が
張
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が

付
き
ま
す
。こ
れ
は
、昭
和
49

年
の
台
風
に
よ
っ
て
、南
側
の

枝
が
折
れ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
た
め
で
す
。

　

樹
齢
は
推
定
で
５
０
０
年

以
上
と
さ
れ
、元
亀
４
年（
１

５
７
３
）に
築
城
さ
れ
た
古
宮

城
が
で
き
る
以
前
か
ら
、こ
の

場
所
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
　

ま
た
、
最
近
の
城
郭
研
究

に
お
い
て
、
こ
の
古
宮
城
は
天

正
３
年
（
１
５
７
５
）
以
降

に
改
修
さ
れ
て
い
る
お
城
で
は

な
い
か
？
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
研
究
者
も
い
ま
す
。

　

そ
う
思
う
と
、な
ぜ
、こ
の

場
所
で
切
ら
れ
ず
に
残
っ
た
の

だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
が
浮
か

び
ま
す
が
、い
ろ
い
ろ
と
現
地

で
想
い
を
巡
ら
す
こ
と
も
楽

し
み
方
の一つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

古
宮
の
大
ヒ
ノ
キ

再
発
見
！

市
指
定
天
然
記
念
物（
植
物
）

昭
和
３２
年
６
年
１
日 

指
定

63古宮の大ヒノキ

伸
び
、
そ
の
上
に
頭
が
あ
る
。」

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
教
室
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　

７
月
22
日
㈮
〜
９
月
30
日
㈮ 

　

毎
週
金
曜
日
（
10
回
実
施
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

鳳
来
中
央
集
会
所　

　

市
内
在
住
の
方

　

50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。購

　

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

　

受
付
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
（
１
，２
０
０
円
程
度
）

受
付
開
始

　

６
月
28
日
㈫　

午
前
８
時
30
分

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

方
は
、所
得
税
の
軽
減・免
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。税
務
署
で
手
続
き

を
行
う
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ほ

か
、源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や

還
付
、廃
車
と
な
っ
た
自
動
車
の
自

動
車
重
量
税
の
還
付
な
ど
の
特
例

が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、最
寄
り

の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

w
w
w
.nta.go.jp

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、来
年
度

に
小・中
学
校
、高
校
に
入
学
予
定

で
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対

象
に
、養
護
学
校
の
よ
う
す
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
体
験
入
学
を

行
い
ま
す
。

　
　

豊
川
養
護
学
校

　
　
　

0
5
3
3‐
88‐
2
5
5
3

小
学
部

　

７
月
21
日
㈭
、10
月
24
日
㈪

中
学
部

　

７
月
22
日
㈮

高
等
部

　

７
月
25
日
㈪

　

知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
、情
緒
に

　

障
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
子

　
　

豊
橋
養
護
学
校

　
　
　

０
５
３
２‐
61‐
８
１
１
８

　

９
月
９
日
㈮
、
10
月
28
日
㈮

　

手
足
に
障
が
い
が
あ
る
子

　
　

大
府
養
護
学
校

　
　
　

０
５
６
２‐
48‐
５
３
１
１

　

10
月
21
日
㈮
、
11
月
16
日
㈬

　

病
気
で
入
院
し
て
い
る
子

　

各
養
護
学
校
で
は
、体
験
入
学

　

以
外
の
日
に
も
随
時
相
談
に
応

　

じ
て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、小
学
校

入
学
前
の
障
が
い
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の

方
を
対
象
に
、就
学
相
談
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
障
が
い
や
特
別
支

援
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
、よ
り
正

し
く
理
解
す
る
場
と
し
て
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

７
月
25
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、は
つ
ら
つ

　

セ
ン
タ
ー

　

無
料

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

臨時休館について

青少年読書感想文全国コンクール
「課題図書」について

新城図書館のご案内
開館時間　午前9時～午後8時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

鳳来・作手各総合支所を通じての
サービスのお知らせ

く
る

わ

げ
ん

き

い
や

は な も も み 　も も

なかじまきょうこ

わたなべゆういち

い
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機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

お問い
合わせ

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　

７
月
18
日
㈷　

午
前
実
施

　

乳
が
ん
の
み
一
日
実
施

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　

７
月
12
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

７
月
29
日
㈮　

午
前
実
施

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　

前
立
腺
が
ん
・
肺
が
ん

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　

が
対
象
で
す
。
（
単
独
受
診
で

　

き
ま
す
）

※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　

二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

　

行
い
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

大
腸
が
ん      　
　

３
０
０
円

　

子
宮
が
ん　
　
　
　

８
０
０
円

　

乳
が
ん　
　
　

１
，
３
０
０
円

　

（
40
歳
代　

１
，
４
０
０
円
）

　

前
立
腺
が
ん　
　
　

５
０
０
円

　

肺
が
ん
（
作
手
の
み
）　

無
料

　

７
月
20
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　

安
を
感
じ
て
い
る
方

　

西
新
町
内
科
整
形
外
科
外
科
医

院
で
も
例
年
ど
お
り
受
診
が
可
能

で
す
。

　

60
〜
70
歳
の
方

※
対
象
者
に
は
通
知
し
て
あ
り
ま

　

す
。

※
そ
の
ほ
か
の
実
施
医
療
機
関
は

　

通
知
の
は
が
き
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

　

７
月
28
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

　

７
月
13
日
㈬

　

午
前
９
時
〜
11
時

　

就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
発

　

達
・
発
育
・
育
児
に
つ
い
て
、

　

心
配
な
こ
と
の
あ
る
方
に
心
理

　

相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
を
行

　

い
ま
す
。

　

７
月
15
日
㈮

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

平
成
22
年
９
月
〜
12
月
生
ま
れ

　

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

　

12
組

　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

　

８
月
７
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
正
午

①
妊
娠
15
週
以
降
の
妊
婦
と
そ
の

　

家
族　
　

15
組

②
生
後
６
カ
月
未
満
の
乳
児
と
そ

　

の
家
族　

10
組

①
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ
、
妊
婦
・

　

育
児
体
験
、
交
流
会

②
産
後
ヨ
ガ
、
身
体
測
定
、
交
流 

   

会

   

母
子
健
康
手
帳
、バ
ス
タ
オ
ル
、  

   

水
分
補
給
で
き
る
も
の

   

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く 

   

だ
さ
い
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
10
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
健
診
・
市
民

　

歯
科
健
診

※
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児
と
そ
の

　

家
族
、
ま
た
一
般
市
民
の
方
を

　

対
象
に
、歯
科
健
診
、フ
ッ
素
塗   

　

布
、歯
科
相
談
を
行
い
ま
す
。

・
歯
の
衛
生
週
間
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　

式
（
午
前
10
時
か
ら
）

※
当
日
は
優
秀
作
品
の
展
示
を
行

　

い
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
（
口
臭
測
定
や
ス
ト

　

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歯
磨

　

き
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

主
催

　

新
城
歯
科
医
師
会

　

第
１
回　

７
月
21
日
㈭

　

第
２
回　

８
月
18
日
㈭

　

第
３
回　

９
月
15
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　

講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体
操

　

な
ど

　

妊
婦
と
そ
の
家
族

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す

　

が
、
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

　

で
す
。

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

シリーズ第49話

市民病院　総務課　　23‐7852

   

糖
尿
病
は
主
に
、
１
型
糖
尿
病（
若

年
で
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
す
い

臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
が
ほ
と
ん
ど
出

な
い
タ
イ
プ
）と
２
型
糖
尿
病（
成
人

で
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
出
が
悪
い
か
、
う
ま
く
働
か

な
い
タ
イ
プ
）に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
人
の
糖
尿
病
の
95
％
が
２
型

糖
尿
病
で
、
欧
米
人
に
比
べ
糖
尿
病

に
な
り
や
す
い
体
質
を
持
っ
て
い
る

方
が
多
く
、
食
文
化
、
生
活
習
慣
の

変
化
に
よ
り
毎
年
糖
尿
病
患
者
さ
ん

が
増
え
て
い
ま
す
。

【
運
動
の
効
果
】

　

運
動
の
効
果
と
し
て
は
、
筋
肉
に

お
い
て
ブ
ド
ウ
糖
、
遊
離
脂
肪
酸
の

利
用
促
進
が
起
こ
り
、
運
動
後
血
糖

値
は
低
下
し
ま
す
。
低
強
度
の
運
動

で
あ
っ
て
も
長
時
間
継
続
す
る
こ
と

に
よ
り
、
２
型
糖
尿
病
で
低
下
し
て

い
る
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
（
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
が
よ
く
な
る
こ
と
）
を

改
善
し
ま
す
。
こ
の
効
果
は
、
３
日

以
内
に
低
下
し
、
１
週
間
で
消
失
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
肥
満
の
改
善
、

体
力
の
向
上
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【
効
果
的
な
運
動
方
法
】

  

効
果
的
な
運
動
は
有
酸
素
運
動
で

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
軽
い
サ
イ
ク

リ
ン
グ
、
水
泳
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
が
適
し
て
い
ま
す
。

  
運
動
の
強
度
は
、
「
ら
く
」
か
ら

徐
々
に
強
度
を
上
げ
て
い
き
「
ち
ょ

う
ど
よ
い
」
「
や
や
き
つ
い
」
と
感

じ
る
く
ら
い
の
や
や
汗
ば
む
程
度

で
、
会
話
し
な
が
ら
続
け
ら
れ
る
強

さ
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
「
き
つ
い
」

と
感
じ
る
と
き
は
強
す
ぎ
る
運
動
で

す
。
感
じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま

す
の
で
、
脈
拍
は
50
歳
未
満
で
は
１

分
間
で
１
０
０
〜
１
２
０
回
以
内
、

50
歳
以
上
は
１
０
０
回
以
内
を
目
安

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
の
頻
度
は
で
き
れ
ば
毎
日
、

少
な
く
と
も
週
に
３
〜
５
回
、
持
続

時
間
は
20
〜
60
分
行
い
ま
し
ょ
う
。

血
糖
を
下
げ
る
効
果
を
得
る
に
は
、

食
後
１
時
間
後
の
血
糖
が
上
が
る
時

間
帯
に
運
動
を
行
う
の
が
理
想
で

す
。

  

し
か
し
、
実
生
活
の
中
で
は
時
間

が
と
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
実

施
で
き
る
時
間
で
体
調
が
悪
く
な
ら

な
い
程
度
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
食

事
前
は
、
特
に
低
血
糖
の
危
険
性
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
胸
に

痛
み
や
圧
迫
感
を
感
じ
た
ら
、
運
動

は
す
ぐ
に
中
止
し
ま
し
ょ
う
。
め
ま

い
を
感
じ
た
り
、
冷
や
汗
が
出
た
り

す
る
よ
う
な
場
合
は
、
低
血
糖
の
疑

い
が
あ
る
の
で
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ

ー
の
携
帯
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
長
く
運
動
を
続
け
る
ポ
イ
ン
ト
】

  

毎
日
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
す
。
楽
し
く
続
け
る
コ

ツ
は
、
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
取

り
入
れ
た
り
、
仲
間
を
つ
く
っ
て
一

緒
に
運
動
す
る
、
万
歩
計
な
ど
を
使

っ
て
記
録
を
つ
け
る
な
ど
、
工
夫
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

運
動
す
る
時
間
が
取
れ
な
い
方

は
、
近
く
の
買
い
物
は
自
動
車
を
や

め
歩
く
か
自
転
車
で
行
く
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
や
め
階
段
を
使
う
な
ど
、

普
段
の
生
活
に
運
動
習
慣
を
つ
け
て

い
く
こ
と
も
よ
い
で
す
。

　

「
な
が
ら
運
動
」
な
ど
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら

ス
テ
ッ
プ
訓
練
（
低
い
台
を
用
い
て

の
昇
降
）
、
ハ
ー
フ
ス
ク
ワ
ッ
ト
、

そ
の
場
で
の
足
踏
み
訓
練
、
カ
フ
レ

イ
ズ
（
つ
ま
先
立
ち
訓
練
）
を
す
る

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

膝
の
悪
い
方
は
、
テ
ー
ブ
ル
や

背
も
た
れ
の
あ
る
イ
ス
に
つ
か
ま

っ
て
行
う
と
関
節
の
負
担
が
軽

減
し
ま
す
。

　

運
動
は
糖
尿
病
だ
け
で
は
な
く
、

健
康
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
も
必

要
で
あ
り
、
一
生
続
け
る
こ
と
な
の

で
無
理
を
せ
ず
楽
し
く
工
夫
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

運
動
を
制
限
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
方
も
い
ま
す
の
で
、
運
動
を
始
め

る
前
に
主
治
医
と
よ
く
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

糖
尿
病
の
運
動
療
法
に
つ
い
て

新城市民病院

リハビリ課　荘田隆徳
しょう だ た か の り

休
日
マ
マ
パ
パ
教
室（
要
申
込
）

歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

医
療
機
関
で
の
肺
が
ん
検
診

幼
児
心
理
相
談
（
要
申
込
）

　

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

　

前
立
腺
が
ん

ほのか診察室ほのか診察室
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環境課  　    　23‐7677　  23‐8388
生活衛生課　　22‐0521　  22‐0554

※
右
記
の
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

や
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
の
「
譲
り
た

　

い
も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」

　

へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　

生
活
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
2
2

　

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　

生
活
衛
生
課
あ
て

   

22
‐
0
5
2
1

　

clean-center@city.shinshiro.lg.jp

　

T
O
P
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ
サ 

　

イ
ク
ル
↓
リ
ユ
ー
ス
の
広
場

譲
り
た
い
も
の

・
ス
テ
レ
オ
（
ビ
ク
タ
ー
製
）

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

・
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー

・
ベ
ビ
ー
布
団

・
サ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
パ
ン
チ
ン
グ
ボ

　
ー
ル
（
ス
タ
ン
ド
付
）

・
猫
砂
（
未
開
封
品
）

節
電
の
た
め
に
、今
す
ぐ
で
き
る
こ
と

・
照
明
は
こ
ま
め
に
消
そ
う
。

　
・
テ
レ
ビ
を
省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
し
よ

　

う
。（
テ
レ
ビ
画
面
の
明
る
さ
を
調
節
）

　
・
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
適
切
に
。

・
パ
ソ
コ
ン
は
使
う
と
き
だ
け
電
源
Ｏ
Ｎ
。

・
電
気
ポ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
と
き
は
プ
ラ

　

グ
を
抜
こ
う
。

・
暖
房
便
座
は
寒
い
季
節
だ
け
使
お
う
。

・
洗
濯
物
は
ま
と
め
て
洗
っ
て
回
数
を

　

減
ら
そ
う
。

　
・
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を
弱
め
て
み
よ

　

う
。

④
ガ
ス
の
噴
出（「
シ
ュ
ー
」と
い
う
音

　

が
聞
こ
え
る
か
）
を
確
認
す
る
。聞

　

こ
え
な
い
場
合
は
、
炎
調
節
レ
バ
ー

　

を
プ
ラ
ス
方
向
に
動
か
す
。

⑥
輪
ゴ
ム
や
粘
着
テ
ー
プ
を
外
し
、　

　

念
の
た
め
に
着
火
操
作
を
し
て
、　

　

火
が
つ
か
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

※
不
要
な
ラ
イ
タ
ー
を
廃
棄
す
る
と

　

き
は
、
中
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
な

　

い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
と
、
収
集
車

　

や
処
分
場
で
の
火
災
事
故
の
原
因

　

と
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

※
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
ガ
ス
抜
き

　

は
、
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場

　
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
ご
紹
介
し
た
方
法
で
ガ
ス
を

　

抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

　

生
活
衛
生
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

①
周
囲
に
火
の
気
の
な
い
こ
と
を
確

　

認
す
る
。

②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。着
火

　

し
た
場
合
は
す
ぐ
に
吹
き
消
す
。

【
参
考
】

　
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ブ
ル
ラ
イ
タ
ー

　

の
ガ
ス
の
抜
き
方
」

　
（
社
）日
本
喫
煙
具
協
会

　

http://w
w
w
.jsaca.or.jp/info/

　

throw
.htm
l

③「
輪
ゴ
ム
」や「
粘
着
力
の
強
い
テ
ー

　

プ
」
で
、
押
し
下
げ
た
ま
ま
の
レ
バ

　

ー
を
固
定
す
る
。

⑤
こ
の
状
態
の
ま
ま
、
火
の
気
の
な
い

　
風
通
し
の
よ
い
屋
外
に
半
日
か
ら

　

１
日
置
く
。

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
の
消
灯
を
呼

び
か
け
る
、
「
C
O
２
削
減
・
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
毎
年
夏
至

の
日
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

に
な
れ
た
日
常
生
活
の
中
、
電
気
を
消

す
こ
と
で
、
い
か
に
照
明
を
多
く
使
用

し
て
い
る
か
を
実
感
し
、
地
球
温
暖
化

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

７
月
７
日
（木）
は
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　

夏
至
の
日
に
加
え
、
７
月
７
日
七
夕

の
日
（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
）
に
は
、

「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」
を
行
い
ま
す
。

午
後
８
時
か
ら
１０
時
ま
で
の
２
時
間
、

私
た
ち
の
家
で
電
気
を
消
す
取
り
組
み

で
す
。

こ
の
夏
は
、昼
も
夜
も
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　

今
年
の
夏
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る

夏
至
の
日
と
七
夕
の
２
日
間
に
加
え
、

特
に
節
電
が
求
め
ら
れ
る
６
月
22
日
㈫

か
ら
８
月
末
日
を
対
象
に
、
昼
も
夜
も

自
主
的
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
の
呼
び
か
け
を

行
う
「
昼
も
。
夜
も
。
節
電
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
２
０
１
１
」
を
実
施
し
ま
す
。

※
今
年
の
夏
、
昼
間
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　

を
実
施
す
る
理
由
は
、
電
力
量
カ
ッ   

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
、

使
い
切
る
か
ガ
ス
を
抜
い
て

「
埋
め
る
も
の
」へ

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

７
月
７

　

夏
至
の
日
に
加
え
、
７
月
７
日
七
夕

の
日
（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
）
に
は
、

「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」
を
行
い
ま
す
。

午
後
８
時
か

私
た
ち
の
家
で
電
気
を
消
す
取
り
組
み

で
す
。

こ
の
夏
は
、昼
も
夜
も
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　

今
年
の
夏
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る

夏
至
の
日
と
七
夕
の
２
日
間
に
加
え
、

特
に
節
電
が
求
め
ら
れ
る
６

か
ら
８
月
末
日
を
対
象
に
、
昼
も
夜
も

か
ら
８
月
末
日
を
対
象
に
、
昼
も
夜
も

か
ら
８
月
末
日
を
対
象
に
、
昼
も
夜
も

自
主
的
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
の
呼
び
か
け
を

自
主
的
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
の
呼
び
か
け
を

行
う
「
昼
も
。
夜
も
。
節
電
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
２
０
１
１
」
を
実
施
し
ま
す
。

※
今
年
の
夏
、
昼
間
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

※
今
年
の
夏
、
昼
間
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　

を
実
施
す
る
理
由
は
、
電
力
量
カ
ッ

エコとぴっくすエコとぴっくすエコとぴっくす

今
月
の

「
新
城
市
の
環
境
」
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
②

 

市
で
は
、
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い

て
、
環
境
報
告
書
「
新
城
市
の
環
境
」

を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
広

報
ほ
の
か
６
月
号
に
続
き
、
市
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
や
、
報
告
書
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

     

「
市
民
が
つ
な
ぐ 

山
の
湊 

創
造
都

市
」は
、市
の
総
合
計
画
で
掲
げ
る
、目
指

す
ま
ち
の
将
来
像
で
す
。こ
の
将
来
像
の

実
現
に
向
け
、環
境
基
本
計
画
で
は
五
つ

の
「
わ
た
し
た
ち
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
。環
境
報
告
書
で
は
、

こ
の
五
つ
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
の
体
系
に

沿
っ
て
、市
の
施
策
や
現
況
な
ど
を
ま
と

め
て
い
ま
す
。

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
2

「
安
全
・
安
心
・
快
適
な
ま
ち
」

【
防
災
体
制
の
連
携
強
化
】
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
消
防
力
の
強
化
や
防
災
学
習
ホ

ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
自
主
防
災
の
推
進
】
で
は
、
自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
役

割
や
働
き
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
制
度
の
活
用
や
、
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
や

実
績
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま

す
。

【
公
害
を
未
然

に
防
ぐ
体
制
強

化
と
連
携
】
で

は
、
公
害
苦
情

な
ど
の
状
況
や

騒
音
・
振
動
に
係
る
市
へ
の
届
出
実

績
、
環
境
保
全
協
定
締
結
事
業
所
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
な
ど
に

お
け
る
水
質
汚
濁
事
故
発
生
に
対
処
す

る
た
め
の
緊
急
時
連
絡
網
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

【
公
共
交
通
機

関
の
利
用
促

進
】
で
は
、
地

元
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
通

学
や
高
齢
者
の

通
院
な
ど
で
活
躍
中
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
新
城
市
の
環
境（
平
成
22
年
度
版
）は
、

　「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
新
城
図
書
館

　（
ふ
る
さ
と
情
報
館
）」「
環
境
課（
市
民

　
体
育
館
一
階
）」で
閲
覧
で
き
ま
す
。ま

　

た
、
環
境
課
で
行
う「
し
ん
し
ろ
エ
コ

　

･
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」で
も
貸
し
出
し
を

　

し
て
い
ま
す
。

「
昼
も
。
夜
も
。
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
昼
も
。
夜
も
。
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１
」

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

ト
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の
た
め
で
す
。

※
昼
の
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
６

　

時
ま
で
の
間
、
夜
は
午
後
６
時
か
ら

　

午
前
０
時
ま
で
の
間
と
し
ま
す
。

※
節
電
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
２
０
１
１
の
実

　

施
時
期
は
、
９
月
ま
で
延
長
さ
れ
る

　

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ガ
ス
の
抜
き
方
の
例

省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ

みんなで楽しく節電
あなたの家庭も

「市民節電所」
市民節電所・省エネチ
ャレンジの詳細につい
ては、追ってお知らせ
します。

10
月
31
日
ま
で

第１弾

ひ　

と

み
な
と
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八
名
小
ど
ろ
ん
こ
運
動
会

新城の花・木・鳥・
石・カエル展

連
谷
小
千
枚
田
の
田
起
こ
し

　八名小学校の5年生44人が、田んぼで
どろんこ運動会を行いました。この運動
会は、稲作活動の一つとして毎年実施さ
れている特色ある行事です。
　竹組、松組に分かれ、騎馬戦やドッジ
ボールなど4種目をクラスマッチ形式で
競い合いました。泥の感触を感じなが
ら、児童たちは夢中になって楽しみ
ました。

　連谷小学校の児童５人が、四谷の千枚
田で田起こしを行い、今年の豊作を願い
ました。
　昨年は３カ所の田んぼでもち米約７キ
ロの収穫があり、地元の人たちを招いた
交流会でもちつきをしました。
　田起こしが終わった後はイモリを見
つけて遊ぶなど、自然を思いっきり楽
しみました。

　市制5周年を記念し、市の花・木・
鳥・石・カエルが決まり、鳳来寺山自然
科学博物館で春の特別展が行われまし
た。
　県外から訪れた方々にも、市の自然の
魅力をアピールする良い機会になりまし
た。

秘書広報課　　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp

◉お知ら
せ…!! 

♥とって
おきの写

真

☀あなた
の身近な

話題

４月２７日水

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

①米を炊飯器で普通に炊き、煮立ってからしょう
　油と酒を振り込んで蒸らす。
②炊き上がったら熱いうちに寿司桶などに移して
　粗熱をとる。
③柿の葉に盛り付けて、いりごまを散らす。

◆  作 り 方 ◆

協力:食育推進実行委員会（農村輝きネット・しんしろ）

　昔は「お盆に川で泳ぐとシンノコを抜かれる」
と言われ、子どもたちは家から鍋、米、調味料を
持ち寄り、河原でかまどを作り、木を拾い集めて
鍋や飯ごうでご飯を炊きました。味付けはしょう
油で、柿の葉をとってきて器にし、柳の枝ではし
を作って食べました。子どものころは知らずに楽
しんでいましたが、お精霊様にお供えをするため
の盆行事だったのです。
　炊き上がったご飯がほんのり色づいていること
から「さくらめし」とも言います。

米　　　　　　２合
しょうゆ 大さじ２
酒　 　　大さじ２
いりごま　　　少々
柿の葉　　　　適宜

「食育を推進しています」毎月19日はおうちでごはんの日

おしょろめし 　しげじぃの命のスイカプロジェクト
　   ２４－８００２　　０９０-７４３４-４０９９
　   http://www.inochinosuika.com/
　 （スイカプロジェクトで検索）

      浜松職業能力開発短期大学校　学務援助課
         ０５３‐４４１‐４４４４
         http://www.ehdo.go.jp/
         shizuoka/hamamatsu/index.html
  若者の職業的自立を支援し、電気技術者に必要な
知識、技術を学びます。
取得目標
　電気主任技術者（第３種）
　電気工事士（第１種・第２種）など　　　　
　40未満の方で、①高等学校卒業または同等以上の
　学力を有すると認められる方②訓練終了後に、常
　用雇用への就職を希望する方

　市の農業の活性化を目的とした、「チャ
リティーイベント」を開催します。
　スイカ割りや種飛ばし大会、収穫体験な
どスイカを使った夏ならではの企画はもち
ろん、軽トラ市も同時開催。
　ご家族で楽しみながら、地域の農業を応
援してください！また、イベントを支えて
くれるボランティアの方を、老若男女問わ
ず募集中です。
   詳しくはホームページでご確認ください。
　７月９日（土）
　午前９時～午後５時（荒天時は翌日に延期）
　富岡ふるさと会館
　入場料無料

エネルギー　１１８０kcal・食塩　５．２g（4人分）

◆材 料（４人分）◆ 

シンシロスイカ
フェスティバル開催！

日本版デュアルシステム訓練「電気技術科」学生募集
   20人
   18,000円（受験料）
   年間39万円（授業料）
※教科書・作業服など諸経費は別途必要
申込期間
   ７月１日（金）～２９日（金）
※定員になり次第締め切り
選考方法　
   面接・適性検査
訓練期間
   １０月～平成２５年９月

5月18日水

4月29日㊗～
6月30日㊍

シンシロスイカ
フェスティバル開催！

鳳来寺山自然科学博物館

しょ ろ

あらねつ
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
3
6
5
日
24
時
間
最
寄
り
の
医

療
機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　

22
‐
1
1
3
3

　

http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
7
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

＃
8
0
0
0〔
短
縮
電
話
番
号
〕

　
　

0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ     

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　

午
後
9
時
〜
翌
朝
午
前
9
時

 

0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事   

務

製   

造

全
職
種
計

74
人

41
人

39
人

106
人

447
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で

す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希

　

望
者
への
紹
介
、履
歴
書
・   

   

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種

　

書
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ

   

ス
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

会
社
な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　

求
人
条
件
に
関
す
る
相

　

談

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
23
年
4
月
末
現
在

7月
相 談 名　　　　　　　　　　　　と　　　　　き 　　　　　　　　 と こ ろ  申し込み・問い合わせ

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こころ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談窓口

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談
無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

市民体育館第1会議室

鳳来開発センター

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

毎週月～金曜日　（要予約）

7/4（月）　午前9時　（要予約）

7/4（月）　午前10時　（要予約）

７/１４(木）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

７/１４（木）午前10時～午後3時※１１日（月）正午までに要予約

７/2２（金）午前10時～午後3時※１９日（火）正午までに要予約

７/１３（水）、2７（水）　午後1時～4時（要予約）

７/７（木）　午後1時～4時

７/２０（水）　午後1時～4時

７/1１（月）　午後1時～4時

７/８（金）　午後1時～4時

７/１３（水）　午後1時30分～3時30分

７/2７（水）　午後4時～8時　（要予約）

７/８（金）、2２（金）午前10時30分～午後2時30分

７/２１（木）　午後6時～8時

７/１９（火）　午後1時～4時　（要予約）

７/２０（水）　午前10時～午後4時※正午～午後1時は休憩

７/８（金）　午後1時～4時　（要予約）

７/1２（火）　午後1時～4時

７/２０（水）　午後1時～4時

７/2６（火）　午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要
７/1６（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会作手センター

社会福祉協議会

社会福祉協議会

市民活動サポートセンター
企 画 課

フリー ダ イヤ ル

フリー ダ イヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

３２-28１１

３２-28１１

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-7620

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

32-1982

23-7625

23-7640

22年 25

27

＋2

0

0

0

30

32

＋2

30

32

＋2

107

103

－4

23年

増減

5月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

111

116

＋5

1

1

0

151

134

－17

152

135

－17

481

525

＋44

22年

23年

増減

分

累計
5月末
現在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

市内の交通事故状況

7月
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◆第４回◆

武田勝頼の最期「天目山勝頼討死ノ図」
資料館蔵

　

今
を
生
き
る
私
た
ち
が
こ
の

戦
い
に
つ
い
て
振
り
返
る
時
、

「
な
ぜ
武
田
勝
頼
は
無
謀
な
戦
い

に
挑
ん
で
い
っ
た
の
か
」
と
い

う
素
朴
な
疑
問
が
沸
き
起
こ
っ

て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
疑
問
を
持
つ

私
た
ち
は
「
長
篠
・
設
楽
原
の

戦
い
」
の
結
果
に
つ
い
て
、
す

べ
て
を
知
っ
て
い
ま
す
。
織
田

信
長
と
徳
川
家
康
が
勝
利
し
、

武
田
勝
頼
は
こ
の
戦
い
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
滅
亡
へ
の
第
一

歩
を
し
る
す
こ
と
と
な
っ
た
と

い
う
こ
と
を
。

　

果
た
し
て
、
勝
頼
は
こ
の
戦

い
を
無
謀
な
戦
い
と
考
え
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
勝
頼
の
気

持
ち
は
本
人
に
し
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
史

料
か
ら
、
勝
頼
の
気
持
ち
や
考

え
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
武
田
勝
頼
の
手
紙

　

武
田
勝
頼
は
、
設
楽
原
か
ら

何
通
か
手
紙
を
家
臣
に
あ
て
て

送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一

通
を
見
な
が
ら
勝
頼
が
な
ぜ
戦

い
を
挑
ん
だ
の
か
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
漢
文
調
で
書
か
れ
て

い
て
簡
単
に
読
め
な
い
の
で
、

現
代
風
に
読
み
直
し
て
み
ま
す
。

　
「
こ
ち
ら
で
の
戦
い
の
よ
う
す

に
つ
い
て
心
配
の
手
紙
を
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
す
べ
て
、
私

の
思
い
通
り
に
進
ん
で
い
ま
す

か
ら
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　

長
篠
を
攻
め
て
い
ま
し
た
ら
、

信
長
と
家
康
が
長
篠
城
を
救
う

た
め
に
や
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
め
敵

と
対
陣
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
敵

は
ど
う
や
っ
て
戦
っ

た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
機
会
に
敵
陣
に

攻
撃
を
ど
ん
ど
ん
仕

掛
け
、
念
願
で
あ
っ

た
信
長
と
家
康
を
討

ち
取
る
こ
と
も
で
き
る
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
ち
ら
も
し
っ
か
り
と
城
を

守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。」

▼
負
け
る
つ
も
り
の
な
い
勝
頼

　

こ
の
手
紙
は
決
戦
の
前
日
、

５
月
20
日
に
書
か
れ
た
も
の
で

す
。
あ
ま
り
長
く
な
い
手
紙
で

す
が
、
こ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

勝
頼
の
地
元
で
は
、
こ
の
戦

い
が
武
田
軍
に
と
っ
て
不
利
で

あ
る
と
い
う
う
わ
さ
が
出
て
い

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
勝
頼

は
そ
の
う
わ
さ
を
は
っ
き
り
と

否
定
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
戦

う
連
合
軍
を
し
っ
か
り
と
分
析

を
し
て
い
る
よ
う
す
が
分
か
り

ま
す
。
そ
し
て
、
武
田
軍
の
勝

利
を
信
じ
て
、
自
分
の
国
を
守

る
こ
と
に
配
慮
す
る
余
裕
す
ら

感
じ
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
武
田
軍
は
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
勝
頼

自
身
、
最
初
か
ら
負
け
る
つ
も

り
で
戦
う
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

戦
い
の
勝
敗
に
は
い
ろ
い
ろ

な
理
由
が
あ
り
ま
す
が
、
戦
い

の
直
前
ま
で
、
勝
頼
が
勝
利
を

信
じ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

武田勝頼はなぜ戦ったのか「武田勝頼の手紙」武田勝頼はなぜ戦ったのか「武田勝頼の手紙」
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